
　

本
稿
は
、「
許
六
『
追
善
註
千
句
』
翻
刻
と
略
注
（
一
）」（『
成
蹊
人
文
研
究

第
二
七
号
、
平
成
三
一
年
三
月
刊
）
の
前
稿
を
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。

【
凡
例
】

一
、
句
頭
に
番
号
を
付
し
た
。

一
、
本
文
の
行
移
り
は
原
本
と
は
一
致
し
な
い
。

一
、�

振
り
仮
名
・
送
り
仮
名
・
濁
点
は
全
て
底
本
の
ま
ま
と
し
、
句
読
点
な
ど

は
私
に
付
し
た
。

　
　

明
ら
か
に
誤
字
と
認
め
ら
れ
る
文
字
に
は
（
マ
マ
）
と
傍
注
し
た
。

一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
現
行
の
字
体
に
改
め
た
が
、
一
部
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

一
、�

片
仮
名
は
「
ハ
」「
ミ
」
な
ど
、
変
体
仮
名
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
平
仮
名

に
改
め
た
が
、
小
文
字
で
記
さ
れ
た
も
の
な
ど
一
部
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

一
、�

仮
名
・
漢
字
の
お
ど
り
字
「
ゝ
」「
ヽ
」「
〳
〵
」
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
漢

字
の
お
ど
り
字
は
「
々
」
で
示
し
た
。

一
、
※
に
逸
丸
筆
写
本
に
関
す
る
注
記
を
示
し
た
。

　
　

△
に
林
篁
筆
写
専
宗
寺
旧
蔵
影
写
本
と
の
校
異
を
示
し
た
。

　
　

◎
に
句
の
季
な
ど
を
示
し
た
。

　
　

○
に
略
注
を
示
し
た
。

【
翻
刻
・
略
注
】

註
千
句

　
　
第
二

１ 

鶯
や
飯
米
は
持
ツ
何
千
里

　
　

�
千
里
鶯
啼
て
と
い
ふ
は
、
詩
な
る
故
に
か
き
れ
り
。
は
い
か
い
は
、

何
千
里
と
い
ひ
は
な
し
た
る
を
第
一
と
す
。
此
句
、
鶯
の
妙
々
に
し

て
、
こ
れ
に
通
せ
ぬ
人
は
当
流
の
は
い
か
い
か
つ
て
な
ら
す
。
さ
し

て
ふ
か
き
事
な
し
。
年
明
て
ゆ
る
り
と
し
た
る
と
い
ふ
事
な
り
。

　
　
許
六
『
追
善
註
千
句
』
翻
刻
と
略
注
（
二
）
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△
「
詩
也
故
」「
俳
諧
は
」「
い
ひ
は
な
し
得タ

る
」「
い
ふ
事
也
」

◎
「
鶯
」（
春
）

○
千
里
鶯
啼
て　

杜
牧
「
江
南
春
」
の
起
句
「
千
里
鶯
啼
緑
映
紅
（
千
里
鶯
啼

ヒ
テ
緑
紅
ニ
映
ズ
）」（『
三
体
詩
』）
と
い
う
句
を
指
す
。
○
『
追
善
註
千
句
』

各
巻
発
句
は
、『
正
風
彦
根
体
』（
正
徳
二
・
一
七
一
二
年
刊
）
を
は
じ
め
と
す

る
後
の
撰
集
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。

２ 

枝
を
な
ら
さ
ぬ
緑
く
れ
な
ゐ

　
　

�

緑
紅
に
映
す
と
云
。
本
文
一
句
に
植
物
な
く
し
て
紅
は
花
、
緑
は
柳

な
り
。
右
発
句
、
泰
平
言
外
に
あ
り
。
其
所
を
聞
へ
し
。

△
「
映
す
と
い
ふ
」「
柳ヤ
ナ
キ

也
」「
有
リ
」

◎
「
緑
く
れ
な
ゐ
」（
春
）

○
緑
紅
に
映
す　

前
句
で
ふ
ま
え
た
詩
句
中
の
語
。
○
枝
を
な
ら
さ
ぬ　

泰
平

の
静
か
な
世
。

３ 

町
方
の
し
め
り
悦
ふ
春
雨
て

　
　

江
戸
の
句
。

◎
「
春
雨
」（
春
）

○
春
雨　
し
と
し
と
と
降
り
続
く
春
の
雨
。
○
江
戸
の
句　
江
戸
は
火
事
が
多
い
。

４ 

鱠
手
は
や
く
作
る
穴
蔵

　
　

�

江
戸
棚
の
せ
ま
き
家
は
、
一
切
穴
蔵
に
て
仕
廻
ふ
。
亭
主
も
客
も
、

春
雨
の
し
め
や
か
な
る
物
語
、
い
の
ふ
と
思
ふ
内
に
出
来
合
手
は
や

く
す
へ
た
り
。

△
「
お
も
ふ
」

○
江
戸
棚　

他
の
地
方
の
人
、
特
に
上
方
の
商
人
が
江
戸
に
お
い
た
店
。
狭
い

の
で
、
穴
蔵
で
諸
事
を
済
ま
し
た
か
。
○
穴
蔵　

物
を
貯
蔵
す
る
ほ
か
、
火
事

の
際
に
家
財
を
守
る
の
に
使
っ
た
。

５ 

兜カ
ブ
ト
見
に
女
房
の
親
の
夫
婦
つ
れ

　
　

�

は
し
め
て
出
生
の
孫
を
も
て
な
し
、
幟
、
人
形
、
よ
所
よ
り
は
美
々

敷
を
老
の
悦
ひ
と
せ
り
。

※
「
出
」
は
「
て
」
の
下
に
「
○
」
を
書
き
、
右
に
傍
記
。

◎
「
兜
」（
夏
）

○
兜　

日
本
橋
室
町
十
軒
店
に
は
、
五
月
節
供
の
直
前
に
た
て
ら
れ
る
兜
人
形

の
市
が
立
っ
た
。
江
戸
時
代
初
期
に
は
、
端
午
の
節
句
に
江
戸
で
は
家
の
前
に

柵
を
結
び
、
兜
・
薙
刀
・
毛
槍
・
幟
・
吹
流
し
等
を
飾
っ
た
。
兜
に
は
義
経
や

弁
慶
、
張
良
な
ど
の
人
形
の
作
り
物
を
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
中
期

に
な
る
と
、
家
の
中
の
表
か
ら
見
え
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
武
者
人
形
を
飾
る
の

が
流
行
し
た
が
、
次
第
に
小
型
化
し
て
い
っ
た
。『
日
本
歳
時
記
』（
貞
享
五
・

一
六
八
八
年
刊
）
に
「
近
年
は
風
俗
美
巧
を
こ
の
み
て
、
木
を
も
つ
て
人
馬
の

形
に
き
ざ
み
、
又
は
り
こ
に
し
て
采
色
を
ほ
ど
こ
し
、
或
甲
冑
を
き
せ
、
剣
戟

を
も
た
せ
、
戦
闘
の
勢
を
な
さ
し
め
て
、
戸
外
に
立
て
侍
る
。
是
を
か
ぶ
と
ゝ

い
ふ
。」
と
、
武
者
人
形
（
兜
人
形
）
を
「
か
ぶ
と
」
と
い
う
例
が
み
え
る
。
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６ 
状
書
イ
て
や
る
碁
打
友
達

　
　

し
う
と
の
碁
打
友
達
よ
ひ
あ
つ
め
た
り
。

△
「
よ
び
」

７ 

好ヨ

ひ
物
を
一
種
も
ら
ふ
て
宵
の
月

　
　

是
は
わ
か
竹
馬
の
友
な
り
。
し
う
と
の
馳
走
と
見
へ
か
ら
す
。

△
「
友
也
」「
見
る
へ
か
ら
す
」

◎
「
宵
の
月
」（
秋
）

○
好
ひ
物　

酒
な
ど
の
馳
走
。
○
宵
の
月　

陰
暦
八
月
の
二
日
目
か
ら
七
、
八

日
目
頃
ま
で
の
月
を
い
う
。
夕
月
。
こ
の
夜
は
宵
の
間
だ
け
月
が
あ
り
、
ほ
の

明
る
い
。

８ 

く
ゞ
り
を
明
ケ
て
も
ど
る
ど
ぶ
酒

　
　

宵
の
字
に
心
を
付
へ
し
。

△
「
も
と
る
」

◎
「
ど
ぶ
酒
」（
秋
）

○
く
ゞ
り　

門
の
脇
な
ど
に
作
っ
た
低
く
小
さ
な
戸
口
。
夕
方
に
な
れ
ば
門
は

閉
め
て
し
ま
う
。
○
ど
ぶ
酒　

濁
り
酒
、
ど
ぶ
ろ
く
。
民
間
で
広
く
自
醸
さ
れ

て
い
た
。

ウ９ 

肌
寒
く
ぬ
る
き
入
湯
に
旅
馴
て

　
　

釜
を
か
た
ふ
け
、
湯
の
す
く
な
き
旅
篭
屋
の
入
湯
は
常
の
事
な
り
。

△
「
事
也
」

◎
「
肌
寒
」（
秋
）

○
肌
寒　

夜
間
は
も
と
よ
り
、
昼
間
日
が
差
し
て
い
な
い
と
き
や
、
夕
暮
れ
時

に
も
寒
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。

10 

腰
骨
い
た
む
天
龍
の
疵

　
　

西
行
上
人
、
天
龍
の
船
頭
に
た
ゝ
か
れ
給
ふ
古
事
。

○
古
事　

西
行
が
「
天
中
の
わ
た
り
」（
天
龍
川
の
渡
船
場
）
で
武
士
の
乗
る
船

に
便
船
し
た
際
、
乗
客
が
多
い
の
で
降
り
ろ
と
鞭
で
頭
を
打
た
れ
て
頭
か
ら
血

を
流
し
な
が
ら
も
、
少
し
も
恨
む
様
子
を
見
せ
な
か
っ
た
話
が
『
西
行
物
語
』

に
見
え
る
。「
腰
骨
い
た
む
」
は
旅
の
疲
れ
か
。
芭
蕉
も
「
跪
は
や
ぶ
れ
て
西
行

に
ひ
と
し
く
、
天
龍
の
渡
し
を
お
も
ひ
」（『
笈
の
小
文
』）
と
、
和
歌
浦
で
同
じ

古
事
を
想
起
し
て
い
る
。

11 

早
追
の
馬
か
ら
落
て
高
鼾

　
　

�
此
句
、
前
に
大
キ
に
し
た
し
け
れ
と
、
う
み
所
の
か
は
る
少
シ
の
所

に
な
づ
み
て
輪
廻
を
忘
た
り
。

△
「
な
つ
み
て
」

○
早
追
の
馬　

昼
夜
兼
行
の
急
使
の
乗
っ
た
馬
。
○
高
鼾　

昏
倒
し
て
高
鼾
を
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か
い
て
い
る
か
。
○
輪
廻　

連
句
に
お
い
て
は
、
前
出
の
句
と
似
た
よ
う
な
語

句
・
表
現
・
意
味
・
趣
向
に
よ
る
句
が
付
け
ら
れ
、
句
の
流
れ
が
戻
る
こ
と
を

輪
廻
と
い
っ
て
嫌
う
。
こ
こ
で
は
、
前
句
に
付
き
す
ぎ
て
い
る
難
に
対
す
る
弁

解
は
で
き
て
も
、
打
越
と
の
輪
廻
は
免
れ
て
い
な
い
と
い
う
反
省
。

12 

木
曽
は
負
た
と
触
る
谷ヤ
ツ

〳
〵

　
　

�

鎌
倉
の
句
、
宇
治
勢
田
は
や
ふ
れ
、
粟
津
か
原
に
て
木
曽
を
打
と
り

た
る
と
注
進
の
飛
脚
。

△
「
粟
津
ケ
原
」
頭
注
「
シ
ン
カ
」（「
注
進
」
の
「
進
」
の
書
き
方
が
あ
い
ま
い

で
あ
る
こ
と
に
関
す
る
注
か
）。

○
宇
治
勢
田　

源
範
頼
・
義
経
対
木
曽
義
仲
の
戦
い
。
義
仲
軍
は
敗
れ
て
数
騎

と
な
り
、
義
仲
は
粟
津
の
松
原
で
討
ち
取
ら
れ
た
。

13 

末
広
に
烏
幅
（
マ
マ
）子
き
つ
れ
て
咄
し
好
キ

　
　

�

老
極
の
東ア
ツ
マ

大
名
、
又
は
若
輩
の
武
士
、
頼
朝
の
御
館
え
御
悦
を
申

上
ら
る
ゝ
な
る
へ
し
。

△
「
咄
シ
」「
御
館
へ
」「
を
上
ら
る
ゝ
」

○
末
広　

扇
の
こ
と
。
末
広
が
り
で
、
お
め
で
た
い
意
も
き
か
せ
る
か
。
○
き

つ
れ
て　

着
連
る
。
多
く
の
人
が
揃
っ
て
着
物
を
着
て
連
れ
立
つ
。

14 

除
目
が
す
め
ば
さ
わ
く
挑
灯

　
　

是
は
縣
召
の
除
目
は
て
ゝ
下
馬
の
さ
は
き
。

◎
「
除
目
」（
冬
）「
除
目
」
の
注
参
照
。

○
除
目　

京
官
、
外
官
の
任
命
儀
式
。
春
秋
二
回
あ
り
、
春
の
除
目
を
外
官
（
国

司
な
ど
の
地
方
官
）
を
任
命
す
る
県あ
が
た
め
し召
除
目
、
秋
の
除
目
を
、
大
臣
以
外
の
京

官
（
中
央
諸
官
司
の
官
僚
）
を
任
命
す
る
の
を
主
と
し
た
司つ
か
さ
め
し召
除
目
と
い
う
。

前
句
の
「
東
大
名
」
か
ら
春
の
除
目
（
正
月
一
一
日
か
ら
三
日
間
行
わ
れ
た
）

の
場
面
が
想
定
さ
れ
る
が
、
次
の
句
の
自
注
か
ら
、
許
六
は
県
召
除
目
を
冬
と

み
て
い
る
。
○
下
馬　

下
馬
先
で
、
寺
社
の
門
前
や
城
門
の
前
な
ど
、
下
馬
す

べ
き
場
所
。

15 

乗
物
の
や
ね
白
〳
〵
と
雪
降
て

　
　

�

縣
召
は
冬
な
り
。
乗
物
の
や
ね
と
い
ふ
句
作
り
、
目
た
ち
た
る
事
は

な
け
れ
と
よ
し
。

△
「
冬
也
」「
屋
根
」

◎
「
雪
」（
冬
）

○
乗
物　

特
別
な
引
戸
駕
篭
で
、
原
則
と
し
て
公
家
、
門
跡
、
国
持
大
名
、
医

者
な
ど
、
特
別
な
身
分
の
者
が
乗
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。

16 

師
走
嫁
入
の
寒
き
聟
殿

　
　

も
し
嫁
入
に
季
を
む
す
は
ゝ
、
都
鄙
極
月
に
き
は
ま
る
へ
し
。

△
「
さ
む
き
」

◎
「
師
走
」「
寒
き
」（
冬
）「
嫁
入
」（
恋
）

○
師
走
嫁
入　

嫁
入
を
詠
む
な
ら
ば
冬
季
が
よ
い
。
許
六
に
は
「
嫁
入
の
門
も
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過
け
り
鉢
た
ゝ
き
」（『
韻
塞
』
他
）
の
句
が
あ
る
。

17 

烟
草
盆
前
に
か
ゝ
え
て
あ
ば
れ
呑
ミ

　
　

聟
の
臆
面
。

△
「
か
ゝ
へ
て
」

○
あ
ば
れ
呑　

気
を
く
れ
し
た
婿
が
、
煙
草
盆
を
抱
え
て
、
ひ
た
す
ら
酒
を
飲

む
様
子
。

18 

晩
の
躍
は
瓜
の
喰
あ
き

　
　

名
主
宿
老
、
お
と
り
に
よ
は
る
ゝ
若
も
の
也
。

△
「
晩
の
踊
」

◎
「
躍
」（
秋
）「
瓜
」
は
夏
の
季
語
で
あ
る
が
、
食
い
飽
き
て
い
る
と
い
う
句

意
か
ら
秋
と
み
た
い
。

○
晩
の
躍　

盆
踊
り
。
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
急
速
に
全
国
的
に

普
及
し
た
。
○
名
主
宿
老　

村
長
、
町
名
主
、
年
寄
役
な
ど
の
年
長
者
。

19 

行
水
に
邪
魔
の
入
た
る
暮
の
月

　
　

�

と
く
支
度
し
て
躍
に
行
ん
と
催
す
所
へ
、
し
う
と
の
永
咄
、
行
水
迄

遅
な
は
り
た
り
。

△
「
踊
」「
遅
な
は
わ
り
た
り
」

◎
「
月
」（
秋
）

20 

灸
の
ふ
た
を
風
に
吹
す
る

　
　

行
水
か
り
、
暮
と
い
ふ
所
を
思
ひ
入
て
付
た
り
。

※
「
行
水
あ
か
り
」
の
誤
記
。

△
「
行
水
あ
か
り
」「
お
も
ひ
」

○
灸
の
ふ
た　

灸
の
あ
と
に
で
き
た
か
さ
ぶ
た
。
あ
る
い
は
灸
の
あ
と
に
は
る

薬
な
ど
を
塗
っ
た
紙
。
風
呂
上
り
の
情
景
。

21 

す
ね
あ
て
を
は
つ
し
て
花
に
か
し
こ
ま
り

　
　

�

鎧
武
者
、
す
ね
あ
て
し
て
は
か
し
こ
ま
ら
れ
す
。
亀
井
・
片
岡
・

伊タ

テ達
・
根
の
井
、
党
の
出
頭
人
、
御
前
近
く
立
廻
る
時
は
す
ね
あ

て
無
用
成
へ
し
。

△
「
近
ク
」

◎
「
花
」（
春
）

○
す
ね
あ
て　

脛
に
当
て
る
防
具
。
○
亀
井
・
片
岡
・
伊
達
・
根
の
井　

亀

井
・
片
岡
は
義
経
四
天
王
の
亀
井
六
郎
と
片
岡
八
郎
、
伊
達
は
楯
氏
で
根
井
と

と
も
に
木
曽
義
仲
の
率
い
る
木
曽
を
中
心
と
す
る
在
郷
武
士
の
姓
氏
か
。
○
出

頭
人　

一
族
の
主
人
の
側
に
あ
っ
て
政
務
に
参
与
す
る
も
の
。

22 
俄
内
裏
を
な
ら
す
早
蕨

　
　

俄
た
い
り
は
須
广
の
上
野
の
俤
。
な
ら
す
の
詞
、
当
流
の
肝
要
な
り
。

△
「
肝
要
也
」

◎
「
早
蕨
」（
春
）
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○
須
广
の
上
野　

神
戸
市
須
磨
区
。
安
徳
天
皇
内
裏
跡
が
あ
る
と
さ
れ
る
。『
摂

津
名
所
図
会
』（
寛
政
八
～
一
〇
・
一
七
九
六
～
九
八
年
刊
）
に
は
「
一
谷
の
上

に
あ
り
。
こ
ゝ
も
須
广
の
上
野
と
い
ふ
。」
と
み
え
る
。
○
な
ら
す　

平
ら
に
す

る
。
俄
内
裏
の
床
の
で
こ
ぼ
こ
を
早
蕨
が
均
す
。

二23 

三
月
は
四
日
五
日
も
汐
干
に
て

　
　

�

な
に
は
の
都
を
は
し
め
、
は
ま
の
内
裏
、
数
〳
〵
也
。
汐
干
は
三
月

三
日
に
き
は
ま
り
た
る
は
、
人
々
の
隙
日
を
定
む
。
四
日
五
日
は
三

日
ゟ
も
猶
引
な
り
。

△
「
は
し
め
て
」「
き
わ
ま
り
た
る
」「
三
日
よ
り
」「
引
也
」

◎
「
汐
干
」（
春
）

○
汐
干　

潮
が
引
い
た
浜
で
貝
類
や
海
藻
な
ど
を
採
っ
て
遊
ぶ
こ
と
。
季
節
の

風
物
詩
で
あ
っ
た
。
近
世
諸
歳
時
記
に
三
月
三
日
。
こ
の
頃
、
一
年
の
中
で
潮

の
干
満
差
が
最
も
大
き
く
な
る
。
前
句
の
須
磨
の
浦
か
ら
の
連
想
。

24 

海
の
向
ふ
に
す
は
る
遠
山

　
　

海
の
向
の
山
は
す
は
り
よ
き
盆
山
を
見
る
か
こ
と
し
。
景
曲
也
。

△
「
向
ふ
の
山
」「
如
し
」

○
盆
山　

盆
景
の
山
。
○
景
曲　

許
六
の
『
宇
陀
法
師
』
に
師
説
と
し
て
「
景

気
の
句
、
世
間
容
易
に
す
る
、
以
の
外
の
事
也
。
大
事
の
物
也
。
連
哥
に
景
曲

と
云
、
い
に
し
へ
の
宗
匠
ふ
か
く
つ
ゝ
し
み
、
一
代
一
両
句
ニ
は
過
ず
。
景
気
の

句
、
初
心
ま
ね
よ
き
故
、
深
い
ま
し
め
り
。（
中
略
）
惣
別
、
景
気
の
句
は
皆
ふ

る
し
。
一
句
の
曲
な
く
て
は
成
が
た
き
故
、
つ
よ
く
い
ま
し
め
置
た
る
也
。」
と

あ
る
。
な
お
、
曲
と
は
興
趣
の
こ
と
。
こ
の
句
で
は
、
遠
山
を
「
す
は
る
」
と

描
写
し
た
点
に
曲
が
認
め
ら
れ
る
。

25 

目
の
筋
の
残
り
て
松
の
暮
か
ゝ
り

　
　

�

筋
の
一
字
、
景
曲
の
眼
、
こ
ま
か
に
気
を
付
て
見
る
へ
し
。
翁
の
第

三
に
、
雪
隠
の
こ
も
の
編
目
に
月
も
れ
て
、
此
編
目
に
て
天
地
を
か

へ
し
た
り
。

○
目
の
筋　
視
線
。
こ
こ
で
は
、
美
し
い
浜
の
景
色
に
見
と
れ
る
う
ち
に
、
早
く

も
松
林
は
暮
れ
方
に
な
っ
た
こ
と
を
い
う
。「
筋
」
の
語
に
工
夫
が
あ
る
。
○
雪

隠
の
こ
も
の
編
目
に
月
も
れ
て　

未
詳
。
○
天
地
を
か
へ
し
た
り　

月
影
が
漏

れ
て
い
る
風
雅
な
景
が
、「
編
目
」
の
語
を
介
し
て
、
雪
隠
と
取
り
合
わ
さ
れ
る

こ
と
で
、
景
曲
の
句
と
な
っ
た
こ
と
を
言
う
か
。

26 

駒
の
旅
す
る
秋
も
来
に
け
り

　
　

�

八
月
十
五
夜
、
信
濃
の
望
月
の
駒
む
か
ひ
、
段
々
に
日
を
か
へ
て
諸

国
の
駒
迎
あ
り
。

◎
「
秋
」（
秋
）

○
望
月　

望
月
牧
。
今
の
長
野
県
北
佐
久
郡
。
古
来
、
八
月
の
中
旬
頃
、
駒
牽

の
儀
式
の
際
に
朝
廷
に
馬
を
献
上
し
、
そ
の
馬
を
官
人
が
逢
坂
の
関
ま
で
迎
え

に
行
く
駒
迎
の
行
事
が
行
わ
れ
た
。
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27 
新
蕎
麦
を
信
濃
の
国
の
玉
ま
つ
り

　
　

�

し
な
の
ゝ
国
の
新
そ
は
は
、
都
の
方
の
う
と
ん
素
麺
を
手
向
る
こ
と

く
、
か
な
ら
す
七
月
に
は
出
来
ル
由
。
初
秋
も
立
ぬ
れ
は
駒
の
旅
も

ち
か
よ
る
と
い
ふ
観
念
な
り
。
七
月
玉
ま
つ
り
を
付
る
。
前
句
八
月

十
五
日
の
事
也
。
是
は
功
者
の
付
句
と
い
ふ
な
り
。
句
は
た
は
よ
く

あ
ふ
た
り
。
秋
も
来
に
け
り
と
い
ふ
所
、
細
に
気
を
付
へ
し
。

※
「
麺
」
の
字
、
偏
と
旁
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。

△
「
玉
祭
」「
新
そ
ば
は
」「
素
面
麦
」「
観
念
也
」「
七
月
玉
祭
」「
と
い
ふ
也
」

◎
「
新
蕎
麦
」「
玉
ま
つ
り
」（
秋
）

○
新
蕎
麦　

そ
の
年
の
秋
に
で
き
た
蕎
麦
の
粉
で
打
っ
た
そ
ば
。『
滑
稽
雑
談
』

（
正
徳
三
年
序
）
八
月
に
掲
出
し
、「
蕎
麦
は
七
月
に
種
を
下
し
て
、
八
九
月
に

実
の
る
、
然
ど
も
未
熟
也
。
此
時
に
お
ゐ
て
関
東
北
越
な
ど
に
は
、
其
茎
に
あ

る
物
を
振
落
し
、
或
は
焙
炉
に
て
乾
て
、
磨
て
麺
と
す
、
殊
外
風
味
よ
ろ
し
、

是
を
新
蕎
麦
と
称
し
、
或
は
振
ひ
蕎
麦
と
称
す
。
武
州
の
諸
家
、
殊
に
之
を
賞

し
、
其
采
地
の
土
民
に
課
て
、
秋
月
一
日
も
は
や
き
を
以
て
賞
翫
と
す
。」
と
し

て
お
り
、
七
月
に
で
き
る
の
は
早
い
。

28 

千
村
山
村
月
に
む
ら
雲

　
　

�

木
曽
義
仲
四
天
王
の
家
老
、
千
村
・
山
村
・
原
・
斎
藤
、
よ
き
比
の

乗
相
、
古
風
嘉
例
之
玉
ま
つ
り
あ
る
へ
し
。
今
は
し
ら
す
。

△
「
木
曽
ノ
義
仲
」

◎
「
月
」（
秋
）

○
木
曽
義
仲
四
天
王　

今
井
兼
平
、
樋
口
兼
光
（
今
井
兼
平
の
兄
）、
根
井
行
親
、

楯
親
忠
（
根
井
行
親
の
六
男
）。
○
千
村
・
山
村
・
原
・
斎
藤　

千
村
氏
、
山
村

氏
は
木
曾
氏
一
族
。
慶
長
五
年
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
、
原
氏
と
と
も
に
徳
川

幕
府
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
（『
千
曲
之
真
砂
』
宝
暦
三
・
一
七
五
三
年
成
）。
斎

藤
一
族
に
は
義
仲
を
幼
少
期
に
か
く
ま
っ
た
斎
藤
実
盛
が
い
る
。
○
乗
相　

同

じ
乗
り
物
に
の
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
良
い
仲
間
の
意
。
○
嘉
例　

め
で
た
い
先

例
。
吉
例
。
○
月
に
む
ら
雲　
「
月
に
叢
雲
花
に
風
」
の
略
。
好
事
に
は
差
し
障

り
が
起
こ
り
や
す
い
こ
と
を
言
う
。

29 

口
切
の
客
ぬ
る
ゝ
ほ
と
時
雨
し
て

　
　

�

四
天
王
の
口
切
、
よ
ん
づ
よ
は
れ
つ
。
さ
れ
と
山
中
の
会
席
、
そ
は

切
の
外
は
こ
の
も
し
か
ら
す
。
千
村
の
日
は
天
気
能
て
、
は
や
山
村

の
比
は
初
時
雨
、
一
入
茶
し
み
て
面
白
か
る
へ
し
。

△
「
四
天
王
ノ
口
切
」「
そ
ば
切
」「
天
気
よ
く
て
」

◎
「
時
雨
」（
冬
）

○
口
切　

陰
暦
一
〇
月
の
初
め
ご
ろ
に
新
茶
の
壺
を
初
め
て
開
け
る
、
そ
の
茶

会
の
こ
と
。
時
雨
の
時
期
に
あ
た
る
。

30 
す
た
〳
〵
走
る
宇
治
の
初
氷
魚

　
　

�
氷
魚
は
田
上
と
は
か
り
思
ひ
侍
れ
と
、
内
膳
式
に
田
上
宇
治
両
所
よ

り
献
す
と
あ
り
。
京
へ
は
宇
治
近
か
る
へ
し
。

◎
「
氷
魚
」（
冬
）
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○
田
上　

滋
賀
県
大
津
市
南
部
の
地
名
。
歌
枕
で
氷
魚
の
名
所
。『
連
珠
合
璧

集
』
に
「
氷
魚
と
あ
ら
ば
（
中
略
）
宇
治
川
、
田
上
川
」
と
あ
り
、
宇
治
・
田

上
の
網
代
で
氷
魚
を
と
る
こ
と
は
諸
歳
時
記
に
み
え
る
。
○
内
膳
式　

延
喜
式

三
九
・
内
膳
司
に
「
山
城
国
近
江
国
氷
魚
網
代
各
一
処
。
其
氷
魚
ハ
九
月
ニ
始

メ
テ
十
二
月
卅
日
マ
デ
ニ
之
ヲ
貢
グ
。」
と
あ
る
。

31 

唐
破
風
の
屋
ね
ほ
ん
の
り
と
明
か
ゝ
り

　

築
地
の
夜
明
。

△
「
唐カ
ラ

」「
屋
根
」

○
唐
破
風　

屋
根
の
中
央
が
高
く
、
両
端
が
反
り
返
っ
た
形
の
破
風
。
門
や
玄

関
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
唐
と
あ
る
が
日
本
で
で
き
た
も
の
。
○
築
地　

上
に
屋

根
を
か
け
た
土
塀
。
宮
殿
・
社
寺
・
邸
宅
に
用
い
る
。

32 

土
佐
坊
引
て
食
の
さ
ん
だ
く

　
　

�

堀
川
の
御
所
、
土
佐
坊
か
夜
討
、
動
転
に
朝
食
を
忘
れ
、
喜
三
太
ひ

と
り
う
つ
て
廻
れ
と
、
判
官
の
近
か
つ
へ
、
大
き
に
逆
鱗
を
お
こ
さ

れ
た
り
。

△
「
廻
れ
り
」（「
り
」
は
○
印
を
挿
入
し
て
傍
に
補
う
）「
大
キ
」

○
土
佐
坊
昌
俊　

源
頼
朝
に
仕
え
、
源
義
経
追
討
に
応
じ
、
義
経
の
六
条
室
町

亭
（
六
条
堀
川
邸
）
を
強
襲
し
た
が
、
失
敗
し
て
六
条
河
原
で
斬
ら
れ
た
。
こ

の
出
来
事
は
堀
川
夜
討
と
し
て
有
名
。
○
さ
ん
だ
く　

算
段
。
○
喜
三
太　

系

譜
不
明
。『
義
経
記
』
に
登
場
す
る
。
土
佐
坊
が
六
条
堀
川
邸
に
夜
討
を
か
け
た

と
き
、
義
経
は
酒
盛
り
で
酔
い
潰
れ
、
弁
慶
を
は
じ
め
主
だ
っ
た
家
来
は
全
て

出
払
っ
て
お
り
、
一
人
下
人
の
喜
三
太
が
奮
戦
し
、
義
経
の
窮
地
を
救
っ
た
。

○
近
か
つ
へ　

近
餓
え
。
こ
ら
え
性
が
な
く
飲
食
し
た
が
る
こ
と
、
ま
た
、
そ

の
人
。
こ
こ
で
は
、
義
経
が
空
腹
で
機
嫌
を
悪
く
し
、
喜
三
太
を
叱
り
つ
け
る

と
俳
諧
化
し
た
。

33 

水
汲
て
足
手
を
洗
ふ
馬
だ
ら
ゐ

　
　

手
足
を
あ
ら
ふ
て
後
、
本
性
に
な
り
て
食
の
さ
ん
た
く
に
な
る
。

△
「
成
て
」

○
馬
だ
ら
ゐ　

馬
を
洗
う
大
き
な
た
ら
い
。『
義
経
記
』
で
は
、
堀
川
夜
討
の
前

に
、
義
経
家
臣
の
江
田
源
三
が
、
鎌
倉
か
ら
や
っ
て
き
た
土
佐
坊
の
宿
所
に
行

く
と
、
一
行
が
馬
か
ら
鞍
を
お
ろ
し
て
馬
の
脚
を
洗
っ
て
い
る
と
い
う
場
面
が

あ
る
。

34 

痺
癬
を
う
つ
る
追
分
の
旅

　
　

�

信
濃
追
分
の
遊
女
の
形
見
、
よ
き
人
に
は
非
ス
。
た
ら
ゐ
手
ぬ
く
ひ

よ
り
う
つ
る
と
て
、
傍
輩
大
キ
に
い
や
か
り
、
此
時
馬
た
ら
ひ
重
宝

に
な
る
。
下
品
の
旅
人
と
見
る
事
、
肝
要
也
。

△
「
大
キ
に
い
や
が
り
」

○
痺
癬　

痺
は
し
び
れ
、
癬
は
た
む
し
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
意
味
か
ら
考
え
て
、

伝
染
性
の
皮
膚
病
で
あ
る
皮
癬
（
疥
癬
）
の
こ
と
か
。
○
信
濃
追
分　

現
長
野

県
北
佐
久
郡
軽
井
沢
町
。
中
山
道
と
北
国
街
道
の
分
岐
点
に
あ
っ
た
宿
駅
で
、
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遊
女
屋
や
茶
屋
が
多
か
っ
た
。

35 

形
見
う
き
加
賀
の
飛
脚
の
烟
草
入

　
　

�

追
分
、
小
室
、
是
か
ゝ
道
中
、
小
田
井
、
岩
村
田
は
上
方
の
宿
也
。

依
之
追
分
の
名
あ
り
。

◎
「
形
見
」（
恋
）

○
小
室　

現
長
野
県
小
諸
市
。
北
国
街
道
の
宿
駅
。
○
か
ゝ
道
中　

北
国
街
道
。

○
小
田
井　

現
長
野
県
北
佐
久
郡
御
代
田
町
。
中
山
道
の
小
宿
、
追
分
宿
へ
一

里
一
〇
町
、
岩
村
田
宿
へ
一
里
七
町
。
○
岩
村
田　

現
長
野
県
佐
久
市
。
中
山

道
の
宿
駅
、
城
下
町
と
し
て
栄
え
る
。

36 

博
奕
の
銭
を
つ
な
く
行
燈ト
ヲ

　
　

上
下
飛
脚
の
常
。

△
「
燈
」
ル
ビ
な
し
。

二
ノ
ウ

37 

鰒
提
て
魚
屋
の
洗
ふ
井
戸
の
端ハ
タ

　
　

専
は
く
ち
宿
。

◎
「
鰒
」（
冬
）

38 

役
者
の
船
の
か
ゝ
る
宮
嶋

　
　

�

役
者
の
舟
、
無
塩
な
り
。
安
芸
ノ
宮
嶋
に
も
常
芝
居
あ
り
。
是
は
四

国
九
国
へ
や
と
ひ
て
渡
る
舟
な
り
。

△
「
無
塩
也
」「
宮
嶋
に
常
芝
居
」

○
役
者　
「
河
豚
―
役
者
」（『
俳
諧
小
傘
』）。
○
無
塩　

保
存
の
た
め
の
塩
を
用

い
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
生
で
新
鮮
で
あ
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
「
役
者
の
船
」

を
詠
ん
だ
点
に
新
し
み
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
。
○
常
芝
居　

宮
島
に
は
市
が

立
ち
、
諸
国
か
ら
人
々
が
集
ま
る
の
を
目
当
て
に
芝
居
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
『
好

色
一
代
男
』
な
ど
に
み
え
る
。
し
か
し
こ
れ
は
旅
芝
居
と
さ
れ
、
元
禄
頃
の
番

付
等
が
残
ら
な
い
た
め
、
常
芝
居
が
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
な
い
。

39 

十
分
の
四
国
九
国
は
世
の
中
で

　
　

数
字
の
は
し
り
。

○
は
し
り　
『
葛
の
松
原
』
に
、
付
合
の
手
法
を
説
明
す
る
箇
所
で
「
走
」
の
例

と
し
て
「
敵
よ
せ
来
る
む
ら
松
の
音
／
有
明
の
な
し
う
ち
ゑ
ぼ
し
着
た
り
け
り
」

を
挙
げ
る
。
こ
の
付
合
は
『
三
冊
子
』
に
「
前
句
の
事
を
う
け
て
、
其
句
の
勢

ひ
に
移
り
て
附
た
る
句
也
。」、『
初
懐
紙
評
注
』
に
「
前
句
軍
の
噂
に
し
て
、
ま

た
一
句
更
に
言
立
た
り
。
梨
打
ゑ
ぼ
し
に
て
あ
し
ら
ひ
、
付
様
か
ろ
く
し
て
よ

し
。」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
有
明
の
」
は
芭
蕉
句
。

40 
唐
物
が
来
て
さ
か
る
初
秋

　
　

�
か
ら
お
ら
ん
だ
入
つ
ど
ひ
、
端
物
の
さ
か
り
は
う
れ
し
け
れ
と
、
毛

せ
ん
の
さ
か
り
、
か
つ
て
き
ら
れ
す
。

△
「
唐
物
か
」
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◎
「
初
秋
」（
秋
）

○
端
物　

こ
こ
で
は
反
物
で
、
和
服
用
の
織
物
。
○
か
つ
て
き
ら
れ
す　

し
く

じ
る
、
勘
当
を
受
け
る
と
い
っ
た
意
味
の
「
毛
氈
を
被
る
」
を
き
か
せ
、
毛
氈

は
値
下
が
り
し
た
と
こ
ろ
で
着
て
歩
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
。

41 

越
後
屋
は
鼓
太
鼓
で
月
を
み
る

　
　

�

越
後
屋
は
三
ツ
井
な
り
。
当
時
い
ま
め
か
し
く
侍
れ
と
、
天
下
に
な

り
渡
り
た
る
を
、
越
後
や
な
れ
は
、
今
め
か
し
き
と
あ
た
ら
し
き

境
、
弁
じ
か
た
か
る
へ
し
。

△
「
見
る
」「
三
ツ
井
也
」「
天
下
ニ
」「
越
後
屋
な
れ
ば
」「
弁
し
」

◎
「
月
」（
秋
）

○
越
後
屋　

延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
三
井
高
利
が
江
戸
本
町
一
丁
目
の
借
店

に
開
い
た
呉
服
屋
。
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
江
戸
駿
河
町
に
移
転
、「
薄
利
多

売
現
金
懸
値
な
し
」「
正
札
販
売
」
の
新
商
法
に
よ
り
大
い
に
発
展
し
た
。
今
の

三
越
百
貨
店
の
前
身
。
○
い
ま
め
か
し　

許
六
は
『
俳
諧
問
答
』
に
お
い
て
、

其
角
の
「
越
後
屋
に
衣
さ
く
音
や
更
衣
」（『
浮
世
の
北
』
元
禄
九
・
一
六
九
六
序
）

の
句
に
つ
い
て
、
越
後
屋
と
い
う
「
今
め
か
し
き
物
」
を
題
材
に
し
て
い
る
点

を
批
判
し
、
末
々
の
弟
子
が
こ
の
「
今
め
か
し
き
」
句
を
「
あ
た
ら
し
き
」
句

と
誤
解
す
る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
。『
俳
諧
問
答
』
は
、
元
禄
一
〇
年
か
ら
翌

一
一
年
に
か
け
て
、
去
来
と
許
六
の
間
に
か
わ
さ
れ
た
俳
論
の
応
酬
で
あ
る
が
、

本
註
千
句
が
成
っ
た
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
ま
で
の
間
に
見
方
が
変
化
し
て

い
る
。

42 

余
程
つ
か
ふ
て
高
泉
の
禅

　
　

�

つ
か
ふ
は
金
な
り
。
当
時
京
大
坂
の
か
ね
持
、
唐
僧
を
たタ

ふ
ら
か
し

て
払
子
を
ふ
る
事
は
や
り
物
な
り
。

※
「
た
ふ
ら
か
し
」
は
「
た
」
の
誤
記
を
見
せ
消
ち
に
し
て
「
タ
」
を
右
傍
に

補
う
。

△
「
金
也
」「
た
ぶ
ら
か
し
」「
物
也
」

○
高
泉　
高
泉
性
潡
（
一
六
三
三
〜
九
五
）。
黄
檗
宗
の
帰
化
僧
で
、
黄
檗
山
万
福

寺
中
興
の
祖
。
○
払
子　

獣
毛
や
麻
な
ど
を
束
ね
た
も
の
に
柄
を
つ
け
た
法
具
。

43 

物
数
奇
に
糂ヌ
カ
ミ
ソ
サ
イ

粏
菜
に
し
や
れ
き
つ
て

　
　

鯛
魲
に
か
へ
た
る
ぬヌ

か
み
そ
、
ま
き
れ
物
あ
り
。
勝
手
の
為
の
わ
る
じ
や

れ
、
世
間
に
多
し
。
由
断
す
へ
か
ら
す
。

※
「
ま
き
れ
て
」
の
「
て
」
抹
消
。

△
「
糂ヌ

カ
ミ
ソ
サ
イ

粏
菜
の
」。「
ぬ
か
み
そ
」
ル
ビ
な
し
。「
ま
き
れ
て
物
」

○
魲　

鱸す
ず
き
。
○
糂
粏
菜　
『
書
言
字
考
節
用
集
』
巻
六
「
服
食
門
」
に
「
糂ジ
ン
ダ汰  

又
云
、
糠
味
噌
」。
糂
粏
菜
は
ぬ
か
み
そ
を
使
っ
た
献
立
。
○
わ
る
じ
や
れ　

こ

こ
で
は
本
来
な
ら
鯛
や
鱸
を
使
う
べ
き
料
理
を
、
台
所
事
情
か
ら
別
の
も
の
で

下
手
に
代
用
し
て
失
敗
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

44 
恋
に
は
そ
ま
る
木
曽
の
麻
衣

　
　

�

伊
賀
ノ
守
業
忠
か
勅
勘
の
娘
中
宮
の
小
弁
に
う
き
名
を
立
ら
れ
、
伊

賀
よ
り
木
曽
へ
夜
ぬ
け
時
の
哥
に
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風
雅
集

〽
思
ひ
た
つ
木
曽
の
あ
さ
き
ぬ
あ
さ
く
の
み
そ
め
て
や
む
へ
き

　
　
　　

袖
の
色
か
は　

兼
好
一
代
は
圓
（
マ
マ
）太
暦
に
委
出
。

△
「
風
雅
集
」
の
注
記
な
し
。

◎
「
恋
」（
恋
）

○
小
弁　

兼
好
法
師
は
若
い
頃
、
京
の
都
で
天
王
に
仕
え
る
武
士
だ
っ
た
。
同

じ
く
宮
中
務
め
の
小
弁
の
局
と
い
う
娘
に
恋
を
し
た
が
、
娘
の
親
（
伊
賀
守
）

に
反
対
さ
れ
、
こ
の
恋
は
実
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
世
の
中
が
い
や
に
な
り
、

青
山
町
に
隠
れ
住
む
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、『
園
太
暦
』
偽
文
・
第
二
〇
条

に
「
中
比
、
伊
賀
権
守
橘
成
忠
、
之
ヲ
招
ク
〈
成
忠
、
伊
賀
国
荒
木
郷
ニ
住
ム
〉。

故
ニ
伊
賀
国
ニ
赴
キ
、
成
忠
ノ
亭
ニ
居
ル
。
居
ル
コ
ト
三
年
、
成
忠
ノ
娘
ニ
通

ズ
〈
中
宮
小
弁
、
病
患
テ
里
居
。
十
七
歳
〉。」
と
あ
る
が
、「
思
ひ
た
つ
」
の
歌

は
み
え
な
い
。
ま
た
近
世
の
兼
好
伝
『
種
生
伝
』（
元
禄
七
年
跋
、
正
徳
二
年
刊
）

で
は
、
小
弁
と
の
密
通
が
露
見
し
、
東
下
り
を
す
る
展
開
と
な
っ
て
い
る
。
○

思
ひ
た
つ　
『
風
雅
和
歌
集
』
雑
歌
下
・
一
八
五
五
番
に
兼
好
法
師
の
歌
と
し
て

「
世
を
の
か
れ
て
、
木
曽
路
と
い
ふ
所
を
過
る
と
て
」
と
い
う
詞
書
と
と
も
に
収

め
ら
れ
る
。
室
町
時
代
に
成
っ
た
『
吉
野
拾
遺
』
に
は
、
後
宇
多
法
王
の
崩
御

を
契
機
と
し
て
出
家
し
、
そ
の
後
に
木
曾
の
御
坂
あ
た
り
の
た
た
ず
ま
い
に
心

を
留
め
て
庵
を
結
ん
だ
際
に
詠
ん
だ
歌
と
し
て
出
て
く
る
。『
種
生
伝
』、『
兼
好

諸
国
物
語
』（
宝
永
三
年
刊
）、『
奈
良
比
野
岡
』（
享
保
一
二
・
一
七
二
七
年
刊
）

な
ど
の
近
世
の
兼
好
伝
に
お
い
て
も
同
様
。『
兼
好
法
師
集
』
に
は
三
句
目
「
木

曾
の
あ
さ
ぬ
の
」
と
み
え
る
。
○
圓
太
暦　
『
園
太
暦
』
の
誤
記
。『
園
太
暦
』

は
洞と
う
い
ん
き
ん
か
た

院
公
賢
の
日
記
。
応
長
元
年
（
一
三
一
一
）
か
ら
正
平
一
五
年
（
一
三
六
〇
）

ま
で
の
記
録
で
あ
る
が
、
完
本
と
し
て
は
伝
存
し
な
い
。
江
戸
時
代
に
は
、
園

太
暦
の
記
事
か
ら
兼
好
法
師
の
記
事
を
抜
粋
し
た
と
称
す
る
偽
の
記
録
が
流
布

し
て
い
た
。

45 

書
く
ど
く
奉
書
の
文
の
か
さ
高
に

　
　

�

奉
書
の
か
さ
高
な
る
恋
の
文
。
是
を
今
や
う
の
こ
な
し
と
い
ふ
な

り
。
当
流
の
眼
。

△
「
今
や
う
」
の
「
今
」
脱
落
。

◎
「
文
」（
恋
）

○
奉
書　

奉
書
紙
。
厚
手
の
高
級
紙
。
○
恋
の
文　

兼
好
法
師
が
高
師
直
の
恋

文
を
代
筆
し
た
こ
と
は
『
太
平
記
』
に
も
み
え
有
名
。
○
こ
な
し　

く
だ
い
て

平
明
に
す
る
こ
と
。
前
句
が
兼
好
法
師
を
俤
に
し
て
い
る
こ
と
を
当
該
句
で
示

唆
す
る
。「
こ
な
し
」
に
つ
い
て
は
、
第
一
百
韻
の
第
36
句
目
の
注
参
照
。

46 

紋
を
や
つ
す
る
傾
城
の
判

　
　

�

丸
之
内
に
か
く
重
ね
ひ
ら
き
扇
さ
た
ま
れ
る
事
也
。
五
大
𦬇
は
た
か

お
し
へ
侍
る
そ
。

△
「
丸
ノ
内
ニ
」

◎
「
傾
城
」（
恋
）

○
丸
之
内
に
か
く
重
ね
ひ
ら
き
扇　

紋
所
の
図
柄
。
〇
五
大
𦬇　

未
詳
。
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47 
鬼
月
も
煤
餅
つ
き
に
年
暮
て

　
　

�

師
走
正
月
の
傾
城
と
ち
め
ん
ほ
う
を
ふ
る
中
に
、
借
銭
の
手
形
の
仕シ

か
へ
、
大
方
印
判
も
目
を
ま
は
す
へ
し
。

◎
「
年
暮
」（
冬
）

○
鬼
月　

大
晦
日
。『
古
典
俳
文
学
大
系
７　

蕉
門
俳
諧
集
二
』
所
収
『
正
風
彦

根
体
』
の
許
六
句
「
鬼
月
の
み
な
吐
息
な
り
花
ぐ
も
り
」
に
、
鬼
月
を
大
晦
日

と
す
る
宮
本
三
郎
氏
の
注
が
付
さ
れ
る
。
○
煤
餅　

煤
掃
き
の
日
に
つ
く
餅
。

○
と
ち
め
ん
ほ
う
を
ふ
る　

非
常
に
あ
わ
て
る
こ
と
。

48 

魚
鳥
た
ゝ
く
明
る
（
マ
マ
）の
元
日

　
　

�

門
に
松
立
れ
は
借
銭
乞
か
来
ぬ
と
て
、
夜
の
明
ぬ
に
か
な
つ
き
と
（
マ
マ
）

唐
鍬
よ
と
て
と
ひ
廻
る
。
や
う
〳
〵
日
さ
し
も
傾
く
比
、
入
湯
さ
か

や
き
に
男
ふ
り
を
作
り
、
年
越
の
食
は
は
や
く
す
る
物
に
て
、
大
鍋

の
蛤
鰯
の
匂
ひ
も
や
う
〳
〵
く
れ
て
、
め
つ
ら
し
き
棚
に
火
と
ほ

し
、
燭
台
行
燈
、
昼
の
こ
と
し
。
年
男
の
御
紋
つ
き
の
上
下
、
し
ほ

た
れ
た
る
料
理
人
の
そ
ば
に
肩
を
い
か
ら
し
、
鳥
の
胴
か
ら
の
た
ゝ

き
や
う
、
酢
牛
房
の
ゆ
で
加
減
せ
ん
し
や
う
も
や
う
〳
〵
更
て
、
芋

蕪
の
ゆ
で
あ
げ
た
る
を
鼠
に
ひ
か
す
な
と
台
所
は
し
つ
ま
り
ぬ
。

※
「
明
る
」
は
「
明
日
」
の
誤
記
。「
か
な
つ
き
と
」
は
「
か
な
つ
き
よ
」
の
誤

記
か
。

△
「
明
日
の
元
日
」「
門
ニ
松
立
れ
ば
」「
か
な
つ
き
よ
」「
す
る
も
の
と
て
」「
如�

し
」「
御ゴ
モ
ン紋
」「
た
ゝ
き
様
」

◎
「
元
日
」（
春
）

○
か
な
つ
き　

金
突
。
平
た
い
、
先
の
尖
っ
た
鉄
に
長
い
柄
を
つ
け
た
道
具
。

こ
こ
で
は
門
松
を
立
て
る
た
め
の
準
備
。
○
唐
鍬　

頭
部
が
鉄
で
、
木
の
柄
を

は
め
た
鍬
。
木
の
根
を
掘
り
お
こ
す
時
な
ど
に
用
い
る
。

49 

つ
れ
〳
〵
に
花
の
盛
を
か
ぞ
へ
た
て

　
　

�

此
句
は
ゆ
た
か
な
る
亭
主
と
見
る
へ
し
。
や
り
取
事
済
、
歳
暮
の

礼
も
静
り
、
寝
酒
の
さ
か
な
に
来
年
の
花
盛
を
考カ
ン
カ
へ
、
金
持
の
う

ら
や
ま
し
き
は
此
時
な
る
へ
し
。

※
「
考
」
は
誤
字
で
記
さ
れ
る
。

△
「
か
そ
へ
た
て
」「
花
盛
リ
」「
考
」
ル
ビ
な
し
。

◎
「
花
」（
春
）

○
つ
れ
〳
〵
に　

す
る
こ
と
が
な
く
手
持
無
沙
汰
な
さ
ま
。
こ
こ
で
は
借
金
取

り
や
年
越
し
の
準
備
な
ど
に
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ゆ
っ
た
り
と
年
を
越
す

様
子
を
い
う
。

50 

春
は
京
へ
と
の
け
て
置
金

　
　

三
月
迄
利
な
し
に
か
り
た
し
。

△
「
お
く
金
」「
三
月
ま
て
」「
借
り
」

◎
「
春
」（
春
）

○
の
け
て
置
金　

こ
こ
で
は
三
月
に
京
都
へ
花
見
に
行
く
の
に
使
う
た
め
の
金
。

今
必
要
で
借
り
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
三
月
ま
で
は
無
利
子
で
借
り
て
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お
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
。

三51 

猫
の
恋
い
た
づ
ら
後
家
の
物
お
も
ひ

　
　

�

田
舎
の
い
た
つ
ら
後
家
、
何
用
に
や
ら
京
へ
〳
〵
と
上
る
。
黄
檗
信

仰
共
見
え
ず
。
西
東
の
門
跡
参
に
も
あ
ら
す
。
口
喰
て
の
百
ま
う

け
、
野
郎
の
仕
合
。

△
「
田
舎
ノ
い
た
づ
ら
後
家
」「
上ノ
ボ

る
」「
見
へ
す
」「
参
り
」「
野
良
」

◎
「
猫
の
恋
」（
春
）「
い
た
づ
ら
後
家
」「
物
お
も
ひ
」（
恋
）

○
い
た
づ
ら
後
家　

好
色
で
浮
気
な
後
家
。
発
情
し
た
猫
の
鳴
き
声
を
聞
く
に

つ
け
、
後
家
と
い
う
自
由
に
な
ら
な
い
身
の
上
が
い
っ
そ
う
物
思
い
の
種
に
な

る
。
○
黄
檗
信
仰　

宇
治
に
は
黄
檗
宗
大
本
山
万
福
寺
が
あ
る
。
○
西
東
の
門

跡
参　

東
西
本
願
寺
へ
参
詣
す
る
こ
と
。
○
口
喰
う
て
の
百
ま
う
け　

食
べ
る

だ
け
で
精
い
っ
ぱ
い
の
意
を
表
す
「
口
食
う
て
一
杯
」（『
世
間
胸
算
用
』
等
に

用
例
が
あ
る
）
を
も
じ
っ
て
「
百
ま
う
け
」（
大
儲
け
）
と
し
た
か
。
○
野
郎
の

仕
合　

男
に
と
っ
て
は
思
い
が
け
な
い
幸
運
。
こ
こ
で
は
男
の
方
か
ら
仕
掛
け

な
く
て
も
、
後
家
が
誘
い
か
け
て
く
る
こ
と
を
い
う
。

52 

小
指
を
は
ね
て
細
う
書
ク
筆

　
　

�

能
書
に
は
手
く
せ
は
な
し
。
悪
筆
に
て
は
し
り
書
を
し
つ
け
た
る
は

見
苦
し
。
き
の
と
く
の
山
を
か
さ
ね
、
よ
き
た
よ
り
を
も
と
め
て
は

渡
り
の
舟
と
と
り
む
か
へ
、
ま
ゐ
ら
せ
候
と
い
ふ
事
斗
を
覚
て
、
上

書
の
う
き
身
も
い
や
な
り
。

△
「
し
つ
け
た
る
」
の
「
つ
」
の
右
傍
に
「
ツ
」
を
補
う
。「
渡
リ
」「
い
や
也
」

○
手
く
せ　
こ
こ
で
は
小
指
の
先
を
立
て
て
文
字
を
書
く
癖
の
こ
と
。
○
き
の
ど

く
の
や
ま　
気
の
毒
に
思
う
心
が
積
も
っ
た
の
を
山
に
た
と
え
た
表
現
。
非
常
に

心
を
痛
め
る
こ
と
。
ま
た
、
大
変
き
ま
り
が
悪
い
こ
と
。
○
ま
ゐ
ら
せ
候　
近
世

慣
用
の
合
字
で
表
記
さ
れ
る
。
○
上
書
の
う
き
身　

上
書
は
手
紙
の
表
書
き
。

53 

打
つ
ゝ
く
節
句
ま
つ
り
の
近
寄
て

　
　

�

ひ
た
す
ら
傾
城
の
う
へ
、
御
影
供
の
引
つ
ゝ
き
、
稲
荷
の
御
旅
、
節

句
の
ほ
と
お
り
も
さ
め
ぬ
に
、
伊
勢
の
御
師
の
状
配
る
こ
と
く
に
す

れ
と
も
、
世
が
か
し
こ
く
成
て
返
事
も
せ
ず
。
ど
こ
の
田
舎
へ
く
た

ら
れ
た
る
と
ぎ
ん
み
も
な
ら
す
。

△
「
傾
城
ノ
」「
返
事
も
せ
す
」「
吟
味
」

○
傾
城
の
う
へ　

遊
女
の
事
情
、
身
の
上
。
○
御
影
供　

真
言
宗
で
、
弘
法
大

師
の
忌
日
で
あ
る
三
月
二
一
日
に
行
う
法
会
。
○
稲
荷
の
御
旅　

稲
荷
祭
（
伏

見
稲
荷
大
社
の
祭
礼
。
四
月
上
卯
の
日
を
式
日
と
す
る
。）
で
御
旅
所
か
ら
本
社

へ
還
幸
す
る
祭
礼
。
○
伊
勢
の
御
師　

伊
勢
神
宮
の
下
級
の
神
官
。
各
地
の
伊

勢
講
に
参
詣
を
勧
め
、
祈
祷
・
宿
泊
な
ど
の
世
話
を
し
た
。
状
を
配
る
の
も
そ

の
勧
誘
の
一
環
。

54 

餅
米
を
つ
く
一ヒ
ト
リ人
中
間

　
　

�

武
士
は
高
下
の
わ
か
ち
な
け
れ
ば
、
節
句
祭
の
く
ば
り
重
箱
、
酢
に
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も
味
噌
に
も
中
間
の
六
介
独
の
ほ
ね
お
り
な
る
へ
し
。

○
酢
に
も
味
噌
に
も　

何
事
に
つ
け
て
も
。

55 

台
所
へ
馬
か
は
な
れ
て
立
さ
は
ぎ

　
　

�

六
や
〳
〵
と
よ
べ
と
も
か
ら
う
す
の
音
に
聞
い
れ
ず
。
中
戸
を
た

て
ゝ
に
け
て
は
い
れ
ば
、
菅
笠
を
喰
や
ふ
ら
れ
、
く
ど
の
は
な
ぶ

き
に
黒
け
ふ
り
を
立
た
り
。

△
「
馬
が
」「
立
さ
わ
き
」「
六
介
〳
〵
」「
聞
入
レ
ず
」「
菅ス
ゲ

」「
けケ

フ

リ
ふ
り
」

○
か
ら
う
す　

唐
臼
・
碓
。
地
面
に
臼
を
埋
め
、
梃
子
を
使
っ
て
足
で
杵
の
柄

を
踏
ん
で
つ
く
。
○
く
ど　

か
ま
ど
。
○
は
な
ぶ
き　
「
鼻
吹
」
で
く
し
ゃ
み
の

こ
と
。

56 

汁
鍋
わ
れ
て
蕪
な
か
る
ゝ

　
　

此
日
の
汁
の
実
は
か
ふ
ら
ゟ
外
に
大
根
も
な
ら
す
。

△
「
な
が
る
ゝ
」「
此
日
ノ
」

◎
「
蕪
」（
冬
）

○
蕪　

な
ぜ
蕪
に
限
定
す
る
の
か
未
詳
。『
本
朝
食
鑑
』（
元
禄
一
〇
年
刊
）
に

お
い
て
も
、
大
根
と
蕪
菁
は
い
ず
れ
も
平
素
日
用
の
菜
で
、
諸
国
で
四
季
を
通

じ
て
食
さ
れ
る
野
菜
と
さ
れ
て
お
り
、
両
者
は
よ
く
似
て
い
る
。

57 

虚ア
ダ

落
に
足
軽
町
の
う
ら
合
せ

　
　

鍋
ひ
と
つ
は
大
き
な
る
仕
合
な
る
へ
し
。

△
「
大
キ
な
る
」

○
虚
落　

鉄
砲
な
ど
を
無
駄
打
ち
す
る
こ
と
。
○
う
ら
合
わ
せ　

裏
と
裏
が
向

き
合
っ
て
い
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
足
軽
町
の
裏
隣
。
○
仕
合　

大
事
に
至
ら
ず
、

鍋
ひ
と
つ
の
被
害
で
済
ん
だ
こ
と
を
い
う
。

58 

苣
に
桃
ち
る
空
の
（
マ
マ
）長
閑
也

　
　

足
軽
町
の
う
ら
畠
、
苣
の
跡
は
茄
子
と
見
え
た
り
。

△
「
空
長
閑
也
」「
裏
畠
」「
見
へ
た
り
」

◎
「
苣
」「
長
閑
」（
春
）

○
苣　
ち
さ
。
ち
し
ゃ
。
キ
ク
科
の
野
菜
。
こ
こ
で
は
古
く
中
国
か
ら
渡
来
し
た

カ
キ
ジ
シ
ャ
で
、
香
気
と
苦
み
が
特
徴
。「
春
も
は
や
山
吹
し
ろ
く
苣
苦
し　

素

堂
」（『
続
虚
栗
』
貞
享
四
年
刊
）。

59 

昼
食
に
わ
け
葱キ

の
菜
の
日
は
永
ク

　
　

�

ひ
な
の
節
句
は
過
れ
と
あ
さ
つク  

き
（
マ
マ
）

わ
け
き
の
俤
は
忘
れ
か
ね
た

るリ

。
殊
に
長
き
日
に
雨
さ
へ
そ
ほ
ふ
り
、
伊
勢
み
や
け
の
若
和
布

は
棚
に
な
だ
れ
て
菜
に
も
な
ら
す
。

※
「
か
ね
た
るリ

」
の
「
るリ

」
の
左
傍
に
「
ヒ
」
と
あ
る
。

△
「
葱
」「
あ
さ
つ
き
」
に
ル
ビ
な
し
。「
か
ね
た
り
」「
長
キ
」「
ほ
そ
ふ
り
」「
棚

に
な
けダ

れ
て
」。

◎
「
わ
け
葱
」「
日
は
永
ク
」（
春
）

○
わ
け
葱　

葉
は
葱
に
似
る
が
あ
ま
り
大
き
く
な
く
、
い
く
ら
か
柔
ら
か
い
。
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香
気
は
葱
に
劣
る
が
、
晩
春
葱
の
欠
乏
し
た
こ
ろ
に
代
用
さ
れ
る
。
○
あ
さ
つ

き　
『
増
山
の
井
』（
寛
文
三
・
一
六
六
三
年
奥
）
に
「
一
説
、
二
月
と
い
へ
り
。

大
や
う
三
月
節
句
に
用
る
に
や
」
と
あ
る
。
○
伊
勢
参
り　

江
戸
時
代
に
は
農

閑
期
で
あ
る
正
月
か
ら
春
先
に
か
け
て
集
中
し
た
。
こ
こ
で
の
ワ
カ
メ
は
そ
の

際
の
伊
勢
土
産
。

60 

暖
簾
な
み
た
つ
奥
の
春
風

　
　

や
は
ら
か
成
微
風
。

◎
「
春
風
」（
春
）

61 

長
持
の
蓋
の
そ
つ
た
る
雛
屋
形

　
　

�

楊
家
の
内
に
は
深
窓
の
娘
を
住
し
、
嫁
入
の
ぬ
り
長
持
の
ふ
た
に
は

箱
入
の
雛
を
か
ざ
る
。
お
つ
ぼ
の
醴
酒
、
小
皿
の
干
物
、
三
方
の
草

餅
は
、
冠
よ
り
高
く
見
上
ケ
、
烟
草
盆
の
き
せ
る
は
口
よ
り
は
い
か

し
。
婢
子
の
道
明
寺
、
屏
風
の
内
の
馬
乗
、
立
像
の
乗
物
舁
、
座
像

の
裸
子
、
二
階
の
ゆ
さ
つ
き
に
錫
の
花
立
を
打
か
や
し
、
饅
頭
の
水

あ
か
り
、
落
雁
の
ゐ
て
と
け
、
三
日
の
御
馳
走
、
娘
は
あ
き
て
大
か

た
は
乳
母
の
慰
な
る
へ
し
。

△
「
楊
家
の
暖
簾
の
内
に
は
深
容
」「
お
つ
ほ
」「
醴
酒
、
小
盃
」「
口
よ
り
□
（
虫

損
）
い
か
し
」「
大
方
」

◎
「
雛
屋
形
」（
春
）

○
雛
屋
形　

雛
の
家
、
雛
の
宿
な
ど
と
同
じ
く
、
雛
人
形
を
飾
っ
て
い
る
家
を

指
す
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、「
山
吹
に
娘
か
く
れ
け
り
雛
屋
形　

李
東
」（『
孤

松
』）
等
の
例
か
ら
考
え
る
と
、
雛
人
形
の
家
を
指
す
か
。
○
楊
家　
「
楊
家
有

女
初
長
成　

養
在
深
閨
人
未
識
（
楊
家
ニ
女
有
リ
初
テ
長

ヒ
ト
ヽ
ナ
レ
リ
成　

養
レ
テ
深
閨

ニ
在
レ
バ
人
未
ダ
識
ラ
ズ
）」（『
白
氏
長
慶
集
』「
長
恨
歌
」）。
○
お
つ
ぼ
の
醴

酒　

小
壺
に
入
れ
た
甘
酒
。
○
婢
子
の
道
明
寺　

下
女
が
作
っ
た
道
明
寺
桜
餅
。

○
打
か
や
し　

二
階
の
振
動
で
雛
道
具
の
花
立
が
ひ
っ
く
り
か
え
る
。
○
饅
頭

の
水
あ
か
り　
「
水
揚
り
」
で
洪
水
。
こ
こ
で
は
花
立
の
水
が
こ
ぼ
れ
て
饅
頭
に

か
か
っ
た
さ
ま
。
○
落
雁
の
ゐ
て
と
け　
「
ゐ
て
と
け
」
は
春
に
な
り
凍
っ
た
地

面
な
ど
が
ゆ
る
む
こ
と
。
こ
こ
で
は
落
雁
が
花
立
の
水
に
溶
け
て
崩
れ
る
さ
ま

を
、
季
節
に
ふ
さ
わ
し
く
表
現
し
た
。

62 

菓
子シ
ン

を
ち
よ
つ
と
つ
ま
む
大
イ
手

　
　

菓
子
ン
の
は
ね
字
、
其
人
を
見
る
へ
し
。

○
大
イ　

い
か
い
。
大
き
い
。
○
菓
子
ン　

菓
子
の
上
方
訛
。
は
ね
字
は
撥
音
の

こ
と
。

63 

鶏
啼
て
庚
申
堂
の
客
の
月

　
　

�

七
色
の
お
備ソ

を
つ
ま
み
、
土
器
の
三
寸
を
い
た
ゝ
き
て
、
客
人
は
わ

か
れ
〳
〵
に
帰カ

り
ぬ
。

△
「
お
備
へ
」「
帰
り
」
ル
ビ
な
し
。

◎
「
月
」（
秋
）

○
庚
申
堂　

庚
申
待
を
行
う
堂
。
庚
申
待
は
庚
申
の
日
の
夜
に
集
ま
り
、
一
晩
中
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眠
ら
ず
に
夜
を
明
か
す
行
事
で
、
最
後
に
は
酒
食
が
出
て
夜
明
け
ま
で
歓
談
す

る
。
○
七
色
の
お
備　

庚
申
に
供
え
た
干
菓
子
な
ど
の
七
種
類
の
菓
子
。
○
三

寸　
「
み
き
」
と
読
む
。
御
神
酒
。

64 

油
を
泳
く
螻ケ
ラ

の
夜
寒
サ

　
　

其
夜
の
灯
明
。

◎
「
夜
寒
」（
秋
）

○
螻　

バ
ッ
タ
目
ケ
ラ
科
の
昆
虫
。
コ
オ
ロ
ギ
に
近
い
種
類
で
、
体
長
約
三
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
晩
春
か
ら
声
が
聞
か
れ
、
夏
・
秋
を
通
じ
て
活
動
は
や
ま
な

い
。
冬
は
土
中
で
じ
っ
と
し
て
い
る
。
近
代
、
夏
の
夜
に
灯
火
に
飛
来
す
る
こ

と
か
ら
「
螻
蛄
」
で
夏
、
秋
に
は
地
中
に
も
ぐ
っ
て
ジ
ー
と
鳴
く
こ
と
か
ら
「
螻

蛄
鳴
く
」
で
秋
と
さ
れ
る
が
、
近
世
の
諸
歳
時
記
に
は
み
え
な
い
。

三
ウ

65 

竹
箸
に
泊
瀬
海
道
の
芋
旅
篭

　
　

�

伊
勢
ゟ
は
せ
へ
出
る
海
道
い
く
筋
も
あ
り
。
な
ま
り
越
、
か
ふ
と

越
、
田
丸
、
十
三
越
、
道
筋
は
か
は
れ
ど
、
旅
篭
の
芋
は
替
ら
す
。

△
「
三
ウ
」
が
「
三
」。「
な
ば
り
越
」「
田
丸
越
」「
か
は
ら
す
」

◎
「
芋
」（
秋
）

○
泊
瀬
海
道　

三
重
県
津
か
ら
奈
良
県
初
瀬
に
通
じ
る
街
道
。
○
名
張　

三
重

県
北
西
部
の
地
名
で
、
宿
駅
と
し
て
栄
え
た
。
○
か
ぶ
と　

加
太
峠
は
三
重
県

中
北
部
、
鈴
鹿
山
脈
の
一
部
で
、
奈
良
と
関
宿
（
鈴
鹿
郡
関
町
）
を
結
ぶ
加
太

越
奈
良
道
の
宿
駅
に
加
太
宿
が
あ
る
。
○
田
丸　

三
重
県
中
東
部
の
地
名
。
伊

勢
本
街
道
の
要
地
。
○
十
三　

十
三
峠
は
大
阪
府
八
尾
市
と
奈
良
県
生
駒
郡
平

群
町
の
間
に
あ
る
峠
。

66 

女ヲ
ナ
コ子
に
問
へ
ば
皆
新
酒
也

　
　

湯
桶
酒
の
う
は
米
、
山
中
の
女
子
と
て
も
由
断
は
な
ら
す
。

△
「
女ヲ
ナ
ゴ子
」

◎
「
新
酒
」（
秋
）

○
新
酒　

そ
の
年
の
新
米
で
新
し
く
作
っ
た
酒
。
も
と
も
と
は
神
に
初
穂
と
し

て
供
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
近
世
に
入
っ
て
か
ら
も
、
商
業
用
と
し
て
新
酒
が

売
り
出
さ
れ
る
の
は
新
春
を
過
ぎ
て
か
ら
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
○
湯
桶

酒　

湯
桶
（
食
後
に
飲
む
湯
や
茶
な
ど
を
入
れ
る
漆
器
で
、
注
ぎ
口
と
柄
が
つ

い
て
い
る
。）
に
入
れ
た
燗
酒
。
○
う
は
米　

こ
こ
で
は
う
わ
ま
え
の
こ
と
。
漆

器
に
入
れ
て
あ
る
の
で
、
酒
が
少
し
減
っ
て
い
て
も
わ
か
ら
な
い
。

67 

綿
の
実
を
油
に
代カ
ユ

る
宿
の
市

　
　

�

上
市
、
下
市
、
丹
波
市
な
ど
、
え
ん
豆
の
よ
り
買
、
綿
さ
ね
の
か

へ
も
の
、
吉
野
ゟ
出
る
出
（
マ
マ
）産
の
売
物
、
京
大
坂
の
商
人
市
日
を
あ

て
ゝ
下
る
成
へ
し
。

※
「
出
産
」
は
「
土
産
」
の
誤
記
。

△
「
綿ワ

の
実
」「
土
産
」「
商
人
は
」「
也
へ
し
」

◎
「
綿
の
実
」（
秋
）
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○
上
市
、
下
市　

上
市
、
下
市
は
と
も
に
奈
良
県
中
部
吉
野
郡
の
地
名
で
、
吉

野
川
沿
い
に
あ
る
。
丹
波
市
は
奈
良
県
中
北
部
天
理
市
の
地
名
。
い
ず
れ
も
綿

作
が
行
わ
れ
て
い
た
。
○
綿
さ
ね
の
か
へ
も
の　

綿
の
種
子
を
別
の
品
物
と
交

換
す
る
こ
と
。
綿
の
種
か
ら
は
綿
の
実
油
を
製
す
る
。
大
坂
で
は
絞
油
業
が
盛

ん
で
、
綿
実
絞
油
屋
が
綿
実
の
買
い
請
け
を
行
っ
た
。

68 

食
時
く
ら
き
牛
馬
の
蠅

　
　

�

市
の
立
ツ
宿
に
は
牛
馬
の
蠅
を
残
し
、
絹
に
織
込
、
紙
に
す
き
込

む
。
此
所
に
も
一
生
を
く
ら
せ
り
。
地
獄
も
す
み
か
成
へ
し
。

△
「
立
宿
」「
込
ム
」「
成
る
へ
し
」

○
蠅　

諸
歳
時
記
に
夏
の
季
題
と
さ
れ
る
が
、
自
注
に
「
紙
に
す
き
込
む
」
と

あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
（
紙
漉
は
冬
に
行
わ
れ
る
）、
特
別
夏
の
情
景
を
想
定
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
○
地
獄
も
す
み
か　

こ
と
わ

ざ
（『
毛
吹
草
』
等
）。
住
め
ば
都
。

69 

大
釜
の
火
を
行–

水
の
便
リ
に
て

　
　

�

民
の
耕
作
は
一
く
ら
か
り
し
て
家
に
帰
る
。
行
水
、
食
時
は
い
つ
と

て
も
初
夜
を
過
ク
。
さ
れ
と
行
燈
を
と
ほ
さ
す
、
大
釜
の
火
影
に
家

子
も
主
も
膝
を
な
ら
へ
、
給
仕
は
内
の
お
か
た
成
へ
し
。

◎
「
行
水
」（
夏
）

○
初
夜　

一
昼
夜
を
六
つ
に
わ
け
た
と
き
の
一
つ
。
お
よ
そ
午
後
八
時
前
後
。

○
行
水　

た
ら
い
に
湯
や
水
を
入
れ
て
、
簡
単
に
体
を
洗
い
流
す
こ
と
。
こ
こ

で
は
食
事
の
準
備
の
大
釜
の
火
を
頼
り
に
暗
い
な
か
行
水
し
て
い
る
。

70 

門
田
の
苗
の
半
ハ
さ
す
月

　
　

�

苗
の
半
を
さ
し
両
方
の
袖
を
つ
け
る
な
と
、
い
つ
そ
や
百
姓
の
咄
を

聞
置
、
此
時
の
用
ニ
は
た
て
た
り
。

△
「
つ
け
る
な
と
」
の
「
な
」
は
右
傍
に
挿
入
。

◎
田
植
の
情
景
か
ら
夏
。

○
門
田　

家
の
前
に
あ
る
田
。
○
両
方
の
袖
を
つ
け
る
な　

苗
を
植
え
る
際
、

袖
が
水
面
に
つ
か
な
い
と
こ
ろ
ま
で
さ
す
の
が
コ
ツ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
。

「
さ
す
」
は
苗
を
「
挿
す
」
と
月
の
光
が
「
射
す
」
の
掛
詞
。
○
許
六
は
彦
根
藩

領
で
あ
っ
た
愛
知
郡
青
山
村
で
知
行
三
百
石
の
一
部
を
得
て
お
り
、
農
民
と
の

付
き
合
い
も
あ
っ
た
（「
森
河
五
助
様
入
分
」
と
し
て
「
三
拾
五
石
七
斗
三
升
弐

合
三
勺
」）（『
青
山
区
有
文
書
調
査
報
告
書
』
愛
東
町
教
育
委
員
会
・
歴
史
研
究

会
『
愛
史
会
』、
二
〇
〇
五
年
）。

71 

蟇
水
鶏
の
輪ワ

ナ索
に
引
ツ
か
ゝ
り

　
　

さ
も
あ
る
へ
し
。

◎
「
蟇
」「
水
鶏
」（
夏
）

○
水
鶏　

夏
に
水
郷
や
低
地
帯
の
水
辺
で
昼
夜
カ
タ
カ
タ
と
鳴
く
声
が
、
戸
を

た
た
く
よ
う
だ
と
詠
ま
れ
る
。
稲
の
秧
時
（
苗
時
）
の
鳥
な
の
で
「
秧
鳥
」
と

書
き
、
中
国
で
水
鶏
と
書
け
ば
カ
エ
ル
の
こ
と
。
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72 
一
む
ら
さ
め
て
濁
る
溝
川

　
　

さ
し
た
る
馳
走
は
な
け
れ
と
、
此
所
に
は
此
句
よ
し
。

△
「
一
む
ら
さ
め
に
」

◎
「
村
雨
」（
夏
）
夏
季
の
句
が
続
い
て
い
る
。

○
さ
し
た
る
馳
走
は
な
け
れ
と　

こ
こ
で
は
、
こ
れ
と
い
っ
た
気
の
利
い
た
趣

向
な
い
こ
と
を
い
う
。

73 

負
づ
る
に
衣
の
ま
し
る
跡
や
先

　
　

�

さ
す
か
に
巡
礼
哥
も
う
た
は
る
ま
し
け
れ
は
首
の
た
ゝ
き
鉦
、
米
麦

の
も
ら
ひ
、
同
し
事
な
る
へ
し
。

○
負
づ
る　

負お
い
ず
り簏
。
僧
、
山
伏
な
ど
が
仏
具
、
衣
服
、
食
器
な
ど
を
入
れ
て
背

負
う
旅
行
用
の
箱
。
笈
。
○
衣　

僧
衣
。
○
た
ゝ
き
鉦　

念
仏
に
合
わ
せ
て
た

た
き
な
ら
す
鉦
。

74 

う
き
熊
野
路
の
米
の
不
自
由
さ

　
　

�

米
な
く
て
も
麦
あ
れ
は
減
の
は
や
き
愁
斗
な
る
へ
し
。
虱
は
何
に
か

へ
て
慰
ま
む
。

○
減
の
は
や
き　

腹
持
ち
が
悪
い
こ
と
。

75 

切
リ
剉
ミ
庄
司
仲
間
の
大
法
事

　
　

�

庄
司
は
八
庄
司
也
。
先
祖
の
年
着
（
マ
マ
）に
珍
し
き
食
を
大
釜
に
た
き
た

て
、
朝
夕
家
来
の
腹
を
こ
や
す
。
是
よ
り
い
き
如
来
の
号
を
か
う

ふ
る
。

※
「
年
着
」
は
「
年
忌
」
の
誤
記
。

△
「
切
リ
刻
ミ
」「
年
忌
」

○
八
庄
司　

熊
野
八
庄
司
。
熊
野
の
八
つ
の
庄
を
管
理
す
る
役
人
で
、
多
く
は

土
豪
化
し
た
。

76 

け
ふ
も
天
気
で
よ
き
彼
岸
也

　
　

前
句
に
付
ぬ
所
を
つ
け
ぬ
は
上
手
の
作
な
り
。

△
「
天
気
て
」「
作
也
」

◎
「
彼
岸
」（
春
）

77 

日
当
リ
は
そ
ろ
〳
〵
花
の
英
立
て

　
　

花
の
ふ
さ
た
つ
、
一
句
の
あ
た
ら
し
み
。

△
「
日
当
は
」「
新
し
み
」

◎
「
花
」（
春
）

○
英　

植
物
の
が
く
（
蕚
）。
ま
た
ふ
さ
の
よ
う
に
な
っ
て
咲
く
花
。

78 

長
閑
に
暮
る
ゝ
能
因
か
か
ね

　
　

古
曽
部
の
寺
に
て

　
　

山
寺
の
春
の
夕
暮
来
て
み
れ
は
入
逢
の
鐘
に
花
そ
ち
り
け
る

△
「
鐘
」「
夕
く
れ
」

◎
「
長
閑
」（
春
）
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○
古
曽
部　

大
阪
府
高
槻
市
。
能
因
法
師
が
隠
棲
し
た
地
。
○
山
寺
の　
「
山
ざ

と
に
ま
か
り
て
、
よ
み
侍
り
け
る
／
山
ざ
と
の
は
る
の
夕
暮
き
て
見
れ
ば
い
り

あ
ひ
の
鐘
に
花
ぞ
散
り
け
る
」（
新
古
今
・
春
歌
下
・
一
一
六
・
能
因
）。『
定
家

十
体
』『
能
因
法
師
歌
集
』
な
ど
「
山
寺
の
」
の
形
で
載
る
も
の
も
あ
る
が
、「
古

曽
部
の
寺
に
て
」
の
詞
書
を
も
つ
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。

四
名

79 

の
た
め
な
る
淀
の
川
瀬
の
薄
霞

　
　

古
曽
部
ゟ
淀
川
す
し
の
の
た
め
な
る
を
見
お
ろ
し
た
る
遠
望
。

◎
「
薄
霞
」（
春
）

○
の
た
め　

篦
撓
・
篦
矯
。
の
だ
め
。
矢
竹
の
曲
が
り
を
た
め
直
す
こ
と
。
ま

た
、
そ
の
具
。「
の
た
め
」
が
細
い
木
に
斜
め
に
溝
を
彫
り
刻
ん
だ
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
斜
め
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

80 

堤
の
馬
の
跡
の
鑓
も
ち

　
　

西
湖
の
堤
の
俤
あ
り
。

△
「
鑓
持
」

○
西
湖　

中
国
浙
江
省
杭
州
の
湖
。
有
名
な
三
堤
が
あ
る
。

81 

先
へ
行
主
と
歩
荷
の
咄
し
て

　
　

堤
に
行
ち
か
ふ
旅
客
の
有
様
。

○
歩
荷　

ぼ
っ
か
。
山
で
荷
物
を
背
負
っ
て
運
ぶ
人
夫
。

82 

昼
挑
灯
に
宿
の
観
音

　
　

�

い
は
ず
し
て
開
帳
な
り
。
往
来
の
宿
並
に
、
思
ひ
か
け
す
善
の
綱
に

昼
挑
灯
、
相
応
の
参
詣
に
銭
は
と
れ
てテ

も
、
い
ま
た
紙
袋
を
配
る
事

は
し
ら
す
。

△
「
開
帳
也
」「
て
」
に
ル
ビ
な
し
。

○
善
の
綱　

開
帳
な
ど
の
と
き
に
、
結
縁
の
た
め
に
仏
像
の
手
な
ど
に
か
け
、

参
詣
者
に
引
か
せ
る
五
色
の
綱
。
○
紙
袋　

宿
が
引
札
の
代
わ
り
に
配
っ
て
宣

伝
す
る
。

83 

日
に
照
ら
す
う
す
落
厂
の
棚
さ
らラ

し

　
　

�

菊
の
き
れ
め
の
こ
み
は
ら
ひ
、
糖
桶
の
平
〓
は
い
つ
の
世
よ
り
は

し
ま
り
た
る
そ
。

△
「
さ
ら
し
」
に
ル
ビ
な
し
。「
ご
み
は
ら
ひ
」

○
菊
の
き
れ
め　

落
雁
の
模
様
。
○
糖
桶　

砂
糖
桶
。
○
平
〓　

平ひ
ら
の
み鑿
。
刃
先

の
平
ら
な
鑿
。
こ
こ
で
は
落
雁
の
模
様
を
つ
け
る
の
に
用
い
る
も
の
か
。

84 

子
を
か
た
つ
け
て
武
士
を
取
リ
置

　
　

�

姉
は
所
の
お
代
官
へ
出
し
、
弟
は
何
か
し
寺
の
喰
物
に
や
る
。
夫
婦

か
け
向
ひ
に
成
て
、
談
合
づ
く
に
て
刀
脇
指
は
う
つ
て
や
つ
た
り
。

○
か
け
向
ひ　

二
人
だ
け
で
向
か
い
合
う
こ
と
。
○
う
つ
て
や
つ
た
り　

子
ど

も
た
ち
は
よ
そ
へ
や
っ
て
も
、
刀
脇
差
は
売
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
う
ち
や
っ
て
お

き
、
武
士
の
面
目
は
保
と
う
と
す
る
。
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85 
か
た
隅
に
女
房
を
隠
す
古
紙
帳

　
　

�

さ
す
か
に
武
士
の
か
と
を
つ
ぶ
し
か
ね
、
人
の
つ
ば
の
入
子
は
よ
は

し
と
難
じ
、
雪
駄
革
た
ひ
は
無
用
心
と
て
一
生
損
を
仕
た
り
。

◎
「
紙
帳
」（
夏
）「
女
房
」（
恋
）

○
紙
帳　

和
紙
を
は
り
合
わ
せ
て
作
っ
た
蚊
帳
。
好
事
家
が
つ
る
場
合
も
あ
っ

た
が
、
安
価
な
の
で
麻
の
蚊
帳
を
買
え
な
い
人
々
が
用
い
た
。
武
士
の
体
面
を

保
つ
た
め
、
女
房
は
表
に
出
さ
ず
、
せ
め
て
古
い
蚊
帳
の
後
ろ
に
隠
す
。
○
か

と　

門か
ど

。
一
門
の
こ
と
。

86 

味
醤
す
り
さ
し
て
青
菜
呼
込

　
　

�

さ
す
か
牢
人
、
友
達
に
は
紙
帳
の
中
入
を
し
侍
れ
と
、
青
菜
も
み
大

根
は
み
つ
か
ら
出
て
呼
込
ム
。

△
「
大ダ

イ
コ根
」

○
も
み
大
根　

一
度
間
引
い
た
の
ち
に
、
さ
ら
に
間
引
い
て
採
っ
た
大
根
の
こ

と
で
、
早
漬
け
に
し
て
食
べ
る
。

87 

養
生
に
上
り
て
京
の
か
し
座
鋪

　
　

�

味
噌
す
り
さ
し
て
菜
う
り
呼
込
ほ
と
ら
い
、
川
原
町
の
借
座
敷
、
野

郎
役
者
の
一
ツ
炉
地
、
又
な
き
乗
相
と
見
る
へ
し
。

△
「
か
し
座
敷
」「
味
醤
」「
野
良
」

◎
「
か
し
座
鋪
」（
恋
）
か
。

○
川
原
町　
京
都
市
鴨
川
の
西
を
南
北
に
走
る
河
原
町
通
り
周
辺
の
地
域
で
、
芝

居
小
屋
・
茶
屋
が
集
ま
り
繁
栄
し
た
。
○
借
座
敷　

遊
山
宿
。
○
野
郎
役
者　

若

衆
の
歌
舞
伎
役
者
。
○
一
ツ
炉
地　

そ
こ
だ
け
孤
立
し
た
路
地
。
○
乗
相　

こ

こ
で
は
一
句
の
取
り
合
わ
せ
の
妙
を
い
っ
た
も
の
。

88 

鼻
に
着ツ
キ

た
る
祇
薗
清
水

　
　

腹
力
な
き
二
た
ひ
食
、
大
仏
ま
て
は
遠
道
成
へ
し
。

○
二
た
ひ
食　

胃
の
弱
っ
た
人
の
た
め
の
、
二
度
煮
て
柔
ら
か
く
し
た
飯
。『
本

朝
食
鑑
』「
穀
部
之
一
」
に
「
釜
中
に
初
め
水
を
入
る
こ
と
稍
多
く
、
既
に
熟
し

て
取
り
出
し
、
淘
籮
（
ざ
る
）
に
投
じ
て
、
湯
汁
を
漉
し
去
て
、
籮
を
蓋
し
て

自
ら
其
の
気
に
蒸
す
。
此
れ
を
湯
取
と
謂
ふ
。（
中
略
）
復
た
再
た
び
煮
熟
す
、

呼
て
二
度
食
と
称
し
て
久
痾
胃
弱
の
人
に
用
ゆ
。」
と
あ
る
。
○
大
仏　

京
都
の

方
広
寺
（
京
都
市
東
山
区
）
に
あ
っ
た
大
仏
。
た
び
た
び
造
り
直
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
当
時
の
も
の
は
『
都
名
所
図
会
』）（
安
永
九
・
一
七
八
〇
年
刊
）
に
「
本

尊
は
盧
舎
那
仏
の
坐
像
、
御
丈
六
丈
三
尺
」
と
あ
り
、
奈
良
の
大
仏
よ
り
も
か

な
り
大
き
か
っ
た
。
門
前
で
は
大
仏
餅
が
売
ら
れ
て
い
た
。

89 

八
月
に
模
様
を
か
え
て
後
の
月

　
　

�

嵯
峨
、
廣
沢
と
き
は
め
た
る
は
、
一
段
所
も
聞
よ
し
。
泥
町
、
柴
屋

丁
と
さ
ゝ
や
き
た
る
は
、
一
座
も
せ
さ
る
先
に
ひ
く
仁
と
は
見
ぬ
か

れ
た
り
。

△
「
廣
澤
」「
柴
屋
町
」

◎
「
後
の
月
」（
秋
）
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○
後
の
月　

陰
暦
九
月
十
三
夜
の
月
。
枝
豆
や
栗
を
供
え
た
。
○
嵯
峨
、
廣
澤

　

観
月
の
名
所
。
○
泥
町　

京
都
市
伏
見
区
山
崎
町
の
西
部
に
あ
っ
た
遊
廓
。

○
柴
屋
丁　

滋
賀
県
大
津
市
長
等
に
あ
っ
た
遊
廓
。
○
一
座　

こ
こ
で
は
名
月

を
楽
し
む
風
雅
の
会
。

90 

蚕ノ
ミ

に
喰
は
れ
て
鹿
聞
に
行

　
　

�

高
雄
、
大
原
野
の
芋
食
に
や
つ
れ
、
淀
鯉
、
御ヲ
マ
ヘ前
鯛
の
油
気
を
さ
ら

ん
と
思
へ
る
人
は
、
た
ま
〳
〵
京
に
も
あ
る
へ
し
。

※
「
蚕
」
は
「
蚤
」
の
誤
記
だ
が
、
林
篁
筆
写
専
宗
寺
旧
蔵
影
写
本
も
「
蚕ノ
ミ

」。

△
「
喰
はハ

」

◎
「
鹿
聞
」（
秋
）

○
高
雄　

京
都
市
右
京
区
の
愛
宕
山
東
麓
の
地
。
清
滝
川
の
渓
谷
美
で
知
ら
れ
、

紅
葉
の
名
所
。
○
大
原
野　

京
都
市
西
京
区
大
原
野
の
小
高
い
台
地
。
紅
葉
の

名
所
。
○
淀
鯉　

淀
川
で
産
す
る
鯉
。
非
常
に
美
味
と
さ
れ
る
。
○
御
前
鯛　

兵

庫
県
西
宮
市
の
南
の
海
浜
を
御
前
の
浜
と
呼
び
、
鯛
で
有
名
で
あ
っ
た
。「
西
宮

御
前
澳
の
桜
鯛
は
蛭
子
三
郎
殿
つ
り
初
」（『
摂
津
名
所
図
会
』）
と
あ
る
。
○
た

ま
〳
　〵

こ
こ
で
は
う
ま
い
淀
鯉
や
御
前
鯛
を
食
べ
ず
に
、
風
流
な
高
雄
や
大

原
野
で
芋
を
食
べ
よ
う
と
い
う
物
好
き
が
、
京
都
に
も
ま
れ
に
は
い
る
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
。

91 

群
猿
に
日
本
一
の
黍
団
子

　
　

�

あ
の
つ
し
よ
り
は
宗
甫
の
流
を
く
め
る
友
達
に
出
合
、
横
小
路
よ
り

は
外
郎
か
孫
弟
子
と
名
乗
て
、
一
ツ
く
だ
さ
れ
、
お
供
申
さ
ん
と
打

つ
れ
た
る
、
鹿
聞
山
寺
の
う
そ
約
束
、
無
亭
主
ふ
り
に
一
夜
を
あ
か

す
。
や
も
め
鴉
に
目
を
さ
ま
し
、
む
ら
猿
に
追
立
ら
れ
て
庚
申
毎
の

咄
と
は
な
れ
り
。

△
「
外
良
」「
名
乗
り
て
」「
御
供
」「
鴉
の
」

◎
「
黍
」（
秋
）

○
黍
団
子　
『
和
漢
三
才
図
会
』（
正
徳
二
年
序
）
の
「
稷き
び

」
の
項
目
に
「
按
ず
る

に
、
稷
、
古
は
飯
と
為
し
、
毎
に
食
ふ
。
今
は
、
唯
磨ヒ
キ

末
し
て
団
子
餅
と
為
し
、

賤
民
の
用
る
所
な
り
。」
と
あ
る
。
○
あ
の
つ
し　

未
詳
。
○
宗
甫　

小
堀
宗
甫

（
遠
州
）。
遠
州
流
茶
道
の
流
祖
。
○
外
郎　

下
郎
。
し
も
べ
。
○
無
亭
主
ふ
り  

主
人
役
が
客
に
対
し
て
不
愛
想
で
、
も
て
な
し
ぶ
り
が
よ
く
な
い
こ
と
。
○
や

も
め
鴉　

夜
明
け
方
に
、
男
女
の
別
れ
を
促
す
よ
う
に
鳴
く
烏
を
、
連
れ
添
う

手
の
相
手
の
い
な
い
烏
と
の
の
し
っ
て
い
う
語
。
○
庚
申　

庚
申
待
ち
。
庚
申

の
日
の
夜
に
集
ま
り
、
一
晩
中
眠
ら
ず
に
夜
を
明
か
す
行
事
。

92 

皆
茶
売
に
て
政マ

所
の
能

　
　

�

江
州
政
所
の
山
中
に
君
か
畑
と
い
ふ
所
あ
り
て
、
む
か
し
い
つ
れ
の

君
か
す
ま
せ
給
ふ
よ
し
。
其
つ
き
〴
〵
の
な
か
れ
残
り
て
、
能
太
夫

あ
れ
は
役
者
も
あ
り
。
田
村
高
砂
の
能
は
今
も
な
る
也
。
代
喚

（
マ
マ
）リ
事

変
じ
て
皆
茶
売
な
り
。
見
物
中
入
の
弁
当
は
、
山
中
の
物
と
て
米
の

団
子
は
な
し
。

△
「
い
つ
れ
君キ

ミ

」「
変
し
て
」
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○
政
所　
滋
賀
県
東
近
江
市
東
部
の
一
地
区
。
政
所
茶
の
産
地
。
○
君
か
畑　
滋
賀

県
東
近
江
市
の
地
名
。
惟
喬
親
王
が
幽
棲
し
た
と
い
わ
れ
る
小
松
ヶ
畑
が
君
ヶ

畑
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
玉
勝
間
』
巻
六
に
「
あ
ふ
み
の
犬
上
ノ
郡
の

山
中
に
、
君
が
畑
村
と
い
ふ
有
て
、
大
公
大
明
神
と
い
ふ
社
あ
り
、
惟
高
親
王

を
ま
つ
る
と
い
へ
り
」
と
あ
る
。
○
つ
き
〴
　〵

そ
ば
仕
え
の
者
。

名
ウ

93 

老
僧
は
非ヒ
ヱ
ン檐
の
袈
裟
で
打
直
り

　
　

政
所
の
能
の
正
客
、
道
場
の
御
坊
、
右
座
は
氏
神
の
神
主
成
へ
し
。

△
「
飛
檐
」
ル
ビ
な
し
。「
袈
裟
て
」「
な
る
へ
し
」

○
非
檐　
飛
檐
。
飛
檐
垂
木
と
い
う
、
寺
院
の
二
重
の
垂
木
の
う
ち
の
上
段
の
垂

木
を
指
す
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
仏
殿
の
内
陣
に
接
す
る
両
側
の
部
屋
の

こ
と
。
浄
土
真
宗
に
お
い
て
は
、
本
山
の
法
会
で
こ
こ
に
座
る
こ
と
を
許
さ
れ

た
末
寺
の
格
式
の
こ
と
も
飛
檐
と
呼
ぶ
。
○
道
場　

広
く
仏
道
修
行
の
場
の
こ

と
で
あ
る
が
、
浄
土
真
宗
や
時
宗
で
は
特
に
念
仏
の
集
ま
り
を
行
う
場
を
い
う
。

94 

蝋
燭
か
へ
て
二
親
の
布
施

　
　

�

本
願
寺
の
旦
那
、
お
寺
を
呼
て
父テ
ヽ

親
の
年
忌
に
あ
た
る
。
何
や
ら
有

難
き
御
経
す
め
は
、
ろ
う
そ
く
を
と
ほ
し
か
へ
、
盃
に
こ
き
箸
の
お

布
施
を
す
へ
て
、
母
親
の
取
越
も
一
度
に
仕
廻
ふ
。
し
た
ゝ
か
食
を

し
ゐ
て
、
膳
を
あ
げ
れ
は
、
追
付
塗
台
に
白
米
を
入
て
、
茶
菓
子
を

出
す
。
つ
か
み
ま
せ
の
ぬ
き
穂
は
楊
枝
の
御
心
付
も
あ
ま
り
微
細
成

へ
し
。

△
「
父テ

親ヽ
」「
蝋
燭
」「
お
布
施せ

」「
あ
け
れ
は
」「
な
る
へ
し
」

○
本
願
寺
の
旦
那　

羽
振
り
が
よ
い
。
○
こ
き
箸　

扱
箸
。
細
竹
の
一
端
を
く

く
っ
て
、
そ
の
合
わ
せ
目
に
稲
の
穂
を
は
さ
ん
で
一
穂
ず
つ
こ
き
お
と
し
た

脱
穀
の
道
具
。
千
歯
扱
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
た
が
、
収
穫
脱
穀
完
了
の
祝
い
を

「
扱こ
ば
し
あ

箸
上
げ
」
と
呼
ん
だ
り
、「
扱こ
ば
し
お
さ

箸
納
め
」
と
い
っ
て
扱
箸
を
床
の
間
に
供
え

た
り
す
る
地
域
も
あ
っ
た
。
○
取
越　

忌
日
を
繰
り
上
げ
て
行
う
法
事
。
○
つ

か
み
ま
せ
の
ぬ
き
穂　

ぬ
き
穂
は
神
事
祭
祀
に
お
け
る
稲
。
次
々
に
御
馳
走
を

出
し
た
後
、
さ
ら
に
お
布
施
を
と
ら
せ
る
様
子
を
こ
う
表
現
し
た
も
の
。
○
楊

枝
の
御
心
付　

心
付
の
楊
枝
に
ま
で
気
を
ま
わ
し
て
く
れ
る
と
い
う
意
。

95 

糟
藁
も
出
来
た
る
年
は
金
に
成
リ

　
　

専
物
持
の
百
姓
。

○
糟
藁　

く
ず
の
よ
う
な
藁
。

96 

そ
ふ
で
隣
へ
娘
よ
め
ら
す

　
　

上
着
の
綸
子
は
な
く
て
も
丹
後
の
単
に
白
手
覆
ひ
白
手
拭
な
く
て
な
ら
す
。

是
は
村
の
葬
礼
の
時
、
必
さ
す
と
云
。

△
「
隣ト

ナ
リ
」「
上ウ
ハ
キ着
」「
云
」
が
「
い
ふ
」。

◎
「
娘
よ
め
ら
す
」（
恋
）

○
そ
ふ　

素
布
。
白
い
布
。
○
手
覆
い　

手
の
甲
を
覆
う
布
。
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97 
赤
〳
〵
と
椀
一
束
に
盛
な
ら
べ

　
　

�

一
束
は
十
人
前
、
日
野
五
器
な
り
。
皿
を
も
一
束
、
五
器
を
も
一
束
、

百
姓
の
通
談
、
鰤
は
足
半ナ
カ

、
豆
腐
な
げ
て
も
く
た
け
ぬ
を
手
柄
と

す
。
聟
か
ね
の
小
袖
を
着
た
る
は
是
を
一
生
の
始
と
す
。

△
「
盛
な
ら
へ
」「
五
器
也
」「
な
け
て
も
」

○
一
束
は
十
人
前　

様
々
な
も
の
に
つ
い
て
、
一
〇
把
を
一
束
と
数
え
る
。
○
五

器　

御
器
。
食
物
を
盛
る
蓋
つ
き
の
器
。
特
に
椀
。
日
野
五
器
は
近
江
国
日
野

（
滋
賀
県
蒲
生
郡
日
野
町
）
か
ら
産
し
た
漆
器
。
○
鰤
は
足
半　

婚
礼
で
食
べ
る

鰤
は
足
半
、
豆
腐
は
固
い
も
の
が
よ
い
と
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
鰤

の
足
半
に
つ
い
て
は
未
詳
。
足
半
は
か
か
と
の
部
分
の
な
い
短
い
藁
草
履
。
は

き
や
す
く
軽
く
て
走
る
の
に
便
利
な
た
め
武
士
に
好
ま
れ
、
農
村
・
山
村
・
漁

村
に
お
い
て
も
作
業
用
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
な
お
、
鰤
は
『
本
朝
食
鑑
』「
鱗

部
」
に
は
、
丹
後
の
産
を
以
て
上
品
と
為
し
、
越
中
の
産
、
之
に
次
ぐ
。
其
の

余
は
二
州
の
産
に
及
ば
ず
。」
と
み
え
る
。

98 

無
尽
の
礼
は
坊
ン
の
戸
平
次

　
　

�

在
郷
の
頼
母
子
振
舞
、
う
ま
い
事
を
尽
す
戸
平
次
と
い
ふ
坊
主
あ
り

て
、
妙
楽
と
い
ふ
女
有
。

△
「
女
有
り
」

○
無
尽　

無
尽
講
の
略
。
講
に
属
す
る
メ
ン
バ
ー
が
一
定
の
期
日
に
一
定
の
掛

金
を
出
し
て
、
く
じ
引
き
や
入
札
な
ど
に
よ
り
、
順
次
全
員
に
一
定
の
融
通
を

し
た
。
頼
母
子
と
も
。
こ
こ
で
は
、
戸
平
次
の
は
か
ら
い
で
無
尽
に
当
た
っ
た

人
が
礼
を
す
る
。

99 

だ
ま
さ
る
ゝ
人
喰
馬
に
花
散
て

　
　

�

戸
平
二
、
若
い
時
は
在
郷
馬
工
郎
を
し
た
り
。
人
喰
馬
に
だ
ま
さ
れ

て
、
形
見
は
小
指
に
残
れ
り
。

△
「
戸
平
次
」「
若
い
時
在
郷
馬
工
良
」

◎
「
花
」（
春
）

○
馬
工
郎　

牛
や
馬
に
詳
し
く
、
牛
馬
の
売
買
や
そ
の
仲
介
を
す
る
者
。

100 

御
暇
出
た
る
紀
伊
国
の
殿

　
　

�

二
月
廿
八
日
、
尾
張
紀
伊
国
御
暇
始
と
す
。
尾
張
は
馬
所
、
紀
の
国

は
江
戸
に
て
馬
を
買
、
中
次
の
調
錬
、
麻
た
ね
を
は
ま
せ
、
小
便
を

飼
、
金
川
の
泊
よ
り
例
の
持
病
お
こ
り
て
鬼
神
と
な
る
。

◎
自
注
か
ら
紀
伊
国
御
暇
始
で
春
。

○
御
暇　

公
家
や
大
名
が
江
戸
で
の
勤
務
を
解
か
れ
、
帰
国
す
る
こ
と
。
○
馬

所　

馬
の
産
地
。
江
戸
時
代
、
池
鯉
鮒
（
愛
知
県
知
立
市
）
は
東
海
道
の
宿
場

と
し
て
栄
え
、
馬
市
が
立
っ
た
。
○
麻
た
ね　

麻
の
実
。
○
金
川　

神
奈
川
。
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